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主なプログラム

大会長講演 2月4日（金） 9:00〜9:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：花山 耕三（川崎医科大学附属病院）

復権 ～障がい者の復権に向けてやるべきこと～
菅原 英和

（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 院長）

基調講演 2月4日（金） 10:00〜10:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：菅原 英和（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 院長）

協会発足から 20 年、その活動の軌跡と今後に向けた提言
三橋 尚志

（回復期リハビリテーション病棟協会 会長 / 京都大原記念病院 副院長）

特別講演1 2月4日（金） 11:00〜11:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：園田 茂（藤田医科大学七栗記念病院）

2022 年診療報酬改定の骨子
金光 一瑛

（厚生労働省 保険局 医療課）

特別講演2 2月4日（金） 13:00〜13:55 　第1会場（パレロワイヤルA）

座長：水間 正澄（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

「患者とともに歩む」ための ICF の活用
上田 敏

（日本福祉大学 客員教授）

特別講演3 2月4日（金） 14:00〜14:55 　第1会場（パレロワイヤルA）

座長：大井 清文（いわてリハビリテーションセンター）

地域包括ケアのこれまでとこれから
中村 秀一

（医療介護福祉政策研究フォーラム 理事長 / 国際医療福祉大学大学院 教授）

特別講演4 2月4日（金） 15:00〜15:50 　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：近藤 国嗣（東京湾岸リハビリテーション病院）

リハビリテーション医療において動機づけを考える
才藤 栄一

（藤田学園 最高顧問・相談役 / 藤田医科大学 教授）
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招待講演1 2月5日（土） 14:00〜14:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：菅原 英和（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 院長）

私の復権物語
谷垣 禎一

（更生保護法人 全国保護司連盟 理事長）

招待講演2　 2月5日（土） 14:00〜14:50　第4会場（シャトレ） 

座長：宮井 一郎（森之宮病院）

韓国の回復期リハビリテーション病棟の現状と課題
Current status and issues of convalescent rehabilitation 
hospitals in South Korea
Chul-jun KIM

（Department of Rehabilitation Medicine, Daejeon Wellness Hospital, Republic of Korea）

追悼講演 2月5日（土） 9:00〜9:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：水間 正澄（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

石川 誠さんの業績 ―リハビリテーション医療と医療政策の視点から
二木 立

（日本福祉大学 名誉教授）

教育講演1 2月4日（金） 16:00〜16:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：松本 茂男（あおもり協立病院）

認知症のリハビリテーション～運動療法～
鈴木 幹次郎

（医療法人芳明会 早稲田クリニック）

教育講演2 2月4日（金） 17:00〜17:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：鵜飼 泰光（医療法人珪山会 鵜飼リハビリテーション病院 院長）

脳外傷における高次脳機能障害へのリハビリテーションアプローチ
渡邉 修

（東京慈恵会医科大学附属第三病院 リハビリテーション科 教授）

教育講演3 2月4日（金） 17:00〜17:50　第2会場（パレロワイヤルB） 

座長：木川 和子（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

職員を守るだけでなく、患者と家族、その暮らしを守るためのノーリフト 
～回復期での実践の必要性～
下元 佳子

（一般社団法人 ナチュラルハートフルケアネットワーク 代表理事）
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教育講演4 2月5日（土） 9:00〜9:50　第3会場（パレロワイヤルC） 

座長：大井 清文（いわてリハビリテーションセンター）

脳損傷者の自動車運転におけるリハビリテーション医療の役割
武原 格

（東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座 / 東京都リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

教育講演5 2月5日（土） 10:00〜10:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：園田 茂（藤田医科大学七栗記念病院）

脊髄損傷のリハビリテーション
横山 修

（神奈川リハビリテーション病院 リハビリテーション科 診療部長）

教育講演6 2月5日（土） 11:00〜11:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：橋本 茂樹（札幌渓仁会リハビリテーション病院）

失語症「患者」のリハビリテーション 
－回復期の看護・ケアスタッフに知っておいてほしいこと－
石合 純夫

（札幌医科大学 医学部 リハビリテーション医学講座 教授）

教育講演7 2月5日（土） 13:00〜13:50　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：西村 一志（やわたメディカルセンター）

復職支援におけるリハビリテーションの役割
佐伯 覚

（産業医科大学 医学部 リハビリテーション医学講座 教授）

教育講演8 2月5日（土） 9:00〜9:50　第2会場（パレロワイヤルB） 

座長：平岡 崇（川崎医科大学附属病院リハビリテーション科）

基礎から分かる嚥下リハビリテーションー急性期から回復期に期待することー
藤谷 順子

（国立国際医療研究センター リハビリテーション科 診療科長）

教育講演9 2月5日（土） 13:00〜13:50　第2会場（パレロワイヤルB） 

座長：角田 賢（錦海リハビリテーション病院）

臨床倫理とリハビリテーション
藤島 一郎

（浜松市リハビリテーション病院 院長）
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シンポジウム1 2月4日（金） 13:00〜14:50　第2会場（パレロワイヤルB） 

回復期リハビリテーション病棟における働き方改革に向けた取り組み
座長：池田 吉隆（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

S1-1 働き方改革 長時間労働是正の取り組み（セラピストを中心に）
山中 誠一郎

（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 回復期支援部）

S1-2 時間外業務削減に向けた当院の看護部における取り組み
田中 里奈

（医療法人珪山会 鵜飼リハビリテーション病院）

S1-3 当院の回復期リハビリテーション病棟における 
働き方改革に向けた取り組み
石川 賀代

（社会医療法人石川記念会 HITO病院 / 石川ヘルスケアグループ 総院長）

シンポジウム2 2月4日（金） 15:00〜16:50　第2会場（パレロワイヤルB） 

回復期リハビリテーション病棟と自立支援・就労支援との連携
座長：藤井 由記代（社会医療法人大道会森之宮病院） 

座長：日下 真由美（在宅総合ケアセンター成城）

S2-1 高次脳機能障害者に対する退院後の就労支援と回復期リハビリテーショ
ン病棟との連携
駒井 由起子

（特定非営利活動法人いきいき福祉ネットワークセンター）

S2-2 回復期病院退院後に地域で暮らす失語症者の自立支援
園田 尚美

（株式会社言語生活サポートセンター）

S2-3 渋谷区障害者就労支援センターにおける中途障がい者の就労支援の現状
重内 美那

（渋谷区障害者就労支援センター）

S2-4 回復期リハビリテーション病棟や介護施設だからこそできる就労支援
室谷 ゆかり

（医療法人社団アルペン会アルペンリハビリテーション病院）
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大会企画セミナー1 2月4日（金）	 13:00〜14:00			大会企画セミナー（パレロワイヤルD）
2月5日（土）	 9:00〜10:00			大会企画セミナー（パレロワイヤルD）

これまでの課題を解決する新しいステージのシーティング
司会：高橋 春美（初台リハビリテーション病院）

宮本 晃
（株式会社ライフステップサービス）

大会企画セミナー2 2月4日（金）	 15:00〜16:00			大会企画セミナー（パレロワイヤルD）	
2月5日（土）	 11:00〜12:00			大会企画セミナー（パレロワイヤルD）	

回復期で使用したいノーリフティングケア用具と使い方
〜シームレスケアのための福祉用具〜

司会：磯部 香奈子（船橋市立リハビリテーション病院）
司会：木川 和子（初台リハビリテーション病院）

下元 佳子
（一般社団法人 ナチュラルハートフルケアネットワーク 代表理事）

保険調査委員会 2月5日（土）	10:00〜11:50　第2会場（パレロワイヤルB）	

2021年度回復期リハビリテーション病棟実態調査報告
座長：後藤 伸介（やわたメディカルセンター リハビリテーション技師部 部長）

2021年度回復期リハビリテーション病棟実態調査の概要
筧 淳夫

（工学院大学 建築学部 建築デザイン学科 教授）

2021年度回復期リハビリテーション病棟実態調査からみた病棟運営
のあり方
宮井 一郎

（森之宮病院 副理事長）

医療安全委員会 2月5日（土）	13:00〜14:50　第3会場（パレロワイヤルC）	

コロナ禍での回復期リハビリテーション病棟の運用：
コロナ禍のよりよい病棟運営のありかたを考えよう

座長：渡邊 進（熊本機能病院）
 座長：畠中 めぐみ（森之宮病院 脳神経内科 部長）

緊急調査、実態調査からみたCOVID-19流行時の病棟運営
宮井 一郎

（森之宮病院 副理事長）
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回復期リハ病院における COVID-19 院内クラスターの経験
- その時、何が起きていて、どのように対応したか -
石原 健

（船橋市立リハビリテーション病院 診療部長）

COVID-19 院内クラスターを経験した当院リハ部門の運用について
- ケアミックス病院で良質なリハサービスを継続的に提供するための取
り組み・対応・課題、そしてジレンマ -
久保 進也

（札幌西円山病院 リハビリテーション部 副部長）

市中リハ病院における COVID-19 受け入れ病棟の変遷 ―医療安全の
視点を中心に―
中西 亮二

（熊本機能病院 副院長 新型コロナ感染症受け入れ病棟 責任医師 リハビリテーション科）

研修委員会 2月4日（金） 15:00〜16:50　第3会場（パレロワイヤルC）  

ICF を活用した目標設定　～機能予後のゴールから生活目標への昇華～
座長：岡本 隆嗣（西広島リハビリテーション病院 理事長・病院長）

座長：割石 高史（JCHO湯布院病院 医療ソーシャルワーカー）

塩野 寛之
（初台リハビリテーション病院 回復期支援部サブマネジャー）

髙岡 佐和子
（京都近衛リハビリテーション病院 課長）

峯下 隆守
（船橋市立リハビリテーション病院 回復期支援部マネジャー）

一宮 禎美
（NTT東日本伊豆病院 看護部長）

看護介護委員会 2月4日（金） 13:00〜13:50　第3会場（パレロワイヤルC）  

回復期におけるケアでの ICF の活用
座長：古椎 久美（井野辺病院 看護部長）

永見 茜
（西広島リハビリテーション病院 看護師長）

井村 太治
（西広島リハビリテーション病院 介護主任）
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PTOTST委員会 2月5日（土） 10:00〜11:50　第3会場（パレロワイヤルC） 

回復期における作業療法 Ver.2.0
〜専門性を活かした多職種チームのあり方への提言〜

座長：井手 伸二（長崎リハビリテーション病院 理事・副院長）
座長：坂田 祥子（東京湾岸リハビリテーション病院 リハビリテーション部 副部長・作業療法科 科長）

坂田 祥子
（東京湾岸リハビリテーション病院 リハビリテーション部 副部長・作業療法科 科長）

渡部 祐介
（いわてリハビリテーションセンター 作業療法科 副科長）

酒井 太郎
（霞ヶ関南病院 作業療法科 科長）

佐伯 まどか
（横浜鶴見リハビリテーション病院 リハビリテーション技術科 科長）

ソーシャルワーカー委員会 2月4日（金） 14:00〜14:50 　第3会場（パレロワイヤルC）

回復期リハビリテーション病棟ソーシャルワーカー　一歩前へ！
再考：自立支援につなげる入退院支援とは

座長：牛島 寛文（医療法人共和会 ソーシャルワーカー課長代理）

石井 さや香
（千葉県千葉リハビリテーションセンター 総合相談部 入退院支援室 主任ソーシャルワーカー）

村瀬 明実
（初台リハビリテーション病院 回復期支援部 サブマネジャー）

藤井 由紀代
（森之宮病院 診療部医療社会事業課副部長）

栄養委員会 2月5日（土） 14:00〜14:50　第2会場（パレロワイヤルB） 

モチベーションを高めるための栄養管理・食事提供
座長：髙山 仁子（熊本機能病院 栄養部）

100 円足して「特別メニュー食」へ 満足度向上追求しモチベーション
アップ
髙橋 静恵

（いわてリハビリテーションセンター 栄養管理科科長）

きめ細やか回復期リハチームのかかわりで BMI が増加
山本 知子

（恵寿総合病院 臨床栄養課）

多職種で取り組む地産地消とグリーンファームリハビリテーション ®
屋代 朋子

（京都大原記念病院 栄養科主任）
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優秀演題1 2月4日（金） 11:00〜11:50 第4会場

01. ADL・IADL 
座長：澤潟 昌樹（在宅総合ケアセンター元浅草）

AS-1-1
A90086

麻痺側上肢の生活参加を評価・把握できる ADL チェックリスト作成の
ための取り組み
松川 穂波

（社会医療法人さくら会　さくら会病院 リハビリテーション科）

AS-1-2
A90089

動画による誤差学習と数量的指標を用いてバネ箸操作の獲得に至った片
麻痺を呈した一例
東 駿佑

（苑田会　花はたリハビリテーション病院 リハビリテーション部）

AS-1-3
A90195

機能改善を目指した入浴評価シートの導入 
～介護福祉士と作業療法士との情報共有の取り組み～
福石 逸美

（医療法人社団和風会　千里リハビリテーション病院）

10. 就労・就学支援

AS-1-4
A90649

早期職場訪問により職場復帰課題へ取り組めた重度失語症の一症例
栄野川 初音

（沖縄リハビリテーションセンター病院 ゆいんちホール）

01. ADL・IADL 

AS-1-5
A90852

Mixed Reality の空間探索課題により、食事場面に変化がみられた 
一例
畑山 裕太

（社会医療法人平成醫塾　苫小牧東病院 リハビリテーション部）

優秀演題2 2月4日（金） 13:00〜14:00 第4会場

03. 摂食嚥下・栄養
座長：中筋 祐輔（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

AS-2-1
A90315

当院回復期リハビリテーション病棟に入院した後期高齢者の筋肉量の変
化に関して
池内 勇斗

（医療法人平成博愛会印西総合病院 リハビリテーション部）
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04. 高次脳機能・認知機能

AS-2-2
A90406

回復期リハビリテーション病棟において高次脳機能障害を背景とする社
会的不適応行動に対して TEG を用いることで行動変容に繋がった事例
柘植 麻理奈

（西宮協立リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

AS-2-3
A90500

妄想・暴言のある認知症患者への看護 
～「私らしさ情報ツール」・「私らしさ回想ファイル」を活用した取り組み～
萱島 千治

（社会福祉法人　農協共済　別府リハビリテーションセンター 看護・介護部）

AS-2-4
A90646

当院回復期リハビリテーション病棟入院患者における認知機能改善に向
けた取り組みの効果検討～スクエアステップを実施して～
宮﨑 義也

（医療法人社団東洋会池田病院 リハビリテーション部）

03. 摂食嚥下・栄養

AS-2-5
A90666

回復期リハビリテーション病棟に入院した脳卒中後患者の口腔内評価の
実態
七戸 翔吾

（札幌渓仁会リハビリテーション病院 　看護師）

AS-2-6
A90794

回復期脳血管障害嚥下障害患者における経口摂取獲得の予測式作成の試
み～第１報：予測式の作成、内的妥当性の検討～
星 達也

（医療法人社団苑田会　竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

優秀演題3 2月4日（金） 14:10〜14:50 第4会場

05. 歩行・上肢・装具・ロボット・リハ機器
座長：坂田 祥子（医療法人社団保健会 東京湾岸リハビリテーション病院）

AS-3-1
A90247

修正 CI 療法における多職種との共働について
岡本 曜祐

（NTT東日本伊豆病院 療法部）

AS-3-2
A90633

重度左片麻痺患者を呈し病棟生活場面での歩行獲得に難渋した症例
～歩行補助ロボットと装具療法を併用した介入の一例～
渡邊 剛

（医療法人社団　健育会　竹川病院 リハビリテーション部）
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プログラム 優秀演題

AS-3-3
A90493

Welwalk の定量データから観た歩行能力と運動麻痺の改善度
中河 佑哉

（札幌渓仁会リハビリテーション病院　リハビリテーション部）

AS-3-4
A90576

長期の感覚障害と感覚性運動失調を呈した放線冠梗塞症例に対し, 
感覚障害に対する教育を徹底した作業療法
清水 尚紀

（昭和大学藤が丘リハビリテーション病院リハビリテーションセンター）

優秀演題4 2月4日（金） 15:00〜15:40 第4会場

05. 歩行・上肢・装具・ロボット・リハ機器
座長：下村 彰宏（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

AS-4-1
A90523

歩行器を併用した HONDA 歩行アシストの有効性について
―自宅退院を目指した右片麻痺症例を通して―
渡部 倫也

（高松協同病院 リハビリテーション科）

AS-4-2
A90724

片麻痺患者の肩関節亜脱臼と夜間痛に対しアームホルダーが
有効であった症例
岩本 友香

（西広島リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

AS-4-3
A90689

回復期リハビリテーション病棟退院後の下肢装具アフターフォロー形式
の特徴
真庭 弘樹

（IMS<イムス>グループ イムス板橋リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

AS-4-4
A90732

回復期リハビリテーション病院における大腿骨近位部骨折患者の受傷前
生活背景や希望と歩行能力予後との関連性
佐藤 大地

（山梨リハビリテーション病院 リハビリテーション部　理学療法課）

優秀演題5 2月4日（金） 15:50〜16:40 第4会場

15. 質の評価・アウトカム評価
座長：髙本 真紀子（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

AS-5-1
A90026

認知機能が低下した患者に対する Performance Oriented 
Mobility Assessment の有用性
永井 公規

（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院 リハビリテーション科）
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プログラム 優秀演題

AS-5-2
A90166

脳血管障害患者における在院日数予測式作成の試み
坂元 勇太

（社会医療法人令和会　熊本リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

AS-5-3
A90196

介護度と ICF staging の関係ー当院入院患者における観察研究ー
橋本 翔

（熊本県済生会みすみ病院 リハビリテーション室）

06. QOL・心理

AS-5-4
A90240

胸腰椎圧迫骨折患者における当院回復期病棟退院時の疼痛の実態に
ついて
田村 翔太郎

（IMSグループ 医療法人社団明生会 イムス札幌内科リハビリテーション病院 リハビリテーション
科）

AS-5-5
A90779

回復期リハビリテーション病棟において ICF 情報シートを用いて
介護過程を展開した患者支援を振り返る
和田 梢

（NTT東日本伊豆病院 看護部）

優秀演題6 2月4日（金） 16:50〜17:50 第4会場

07. 退院支援・家族支援・退院前後の訪問など
座長：取出 涼子（医療法人社団輝生会）

AS-6-1
A90612

当院における脳卒中患者の退院指導の効果と課題について
～退院後のアンケート結果からの考察～
笹原 真知子

（埼玉みさと総合リハビリテーション病院 看護部）

AS-6-2
A90070

回復期リハビリテーション病棟からの在宅系施設退院の規定因子
荻原 達也

（公益財団法人脳血管研究所 附属美原記念病院 リハビリテーション部）

AS-6-3
A90206

急性期病院と回復期病院の連携～脳卒中再発予防パンフレット作成～
福田 由美子

（錦海リハビリテーション病院 看護部）

AS-6-4
A90305

回復期入院患者における入院時訪問指導の効果について
森 亮介

（津田沼中央総合病院 リハビリテーション科）
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プログラム 優秀演題

AS-6-5
A90514

コロナ禍における退院支援に関するアンケート調査からみえた
現状と課題
梅津 幸代

（医療法人共栄会名手病院 看護部）

AS-6-6
A90859

退院 1 年後の自宅継続率向上に向けた要因分析に基づく
対策への取り組み
三宅 麻依子

（医療法人珪山会鵜飼リハビリテーション病院  医療連携部）

優秀演題7 2月5日（土） 9:00〜9:50 第4会場

12. チームアプローチ
座長：新井山 欣也（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

AS-7-1
A90144

低栄養患者に対し栄養指導と調理訓練を組み合わせ実施し、
栄養状態の改善・在宅生活での食環境を整えることができた一例
武田 有加

（西宮協立リハビリテーション病院 診療協力部 栄養科）

AS-7-2
A90243

回復期リハビリテーション病棟入院患者を対象とした
リハ栄養カンファレンスの取り組みと効果の検討
佐久間 成泰

（医療法人社団　創進会　みつわ台総合病院  リハビリテーション科）

08. 家屋改修・福祉機器・環境整備

AS-7-3
A90532

運転補助装置導入までの自動車運転支援
菅原 歩美

（社会医療法人 寿量会 熊本機能病院 総合リハビリテーション部　作業療法課）

12. チームアプローチ

AS-7-4
A90417

高次脳機能障害を有する患者が早期混乱緩和した一例
～その人らしさを踏まえた統一した看護実践へのアプローチ～
小林 惠美

（東京天使病院 看護部）

AS-7-5
A90595

「患者との目標共有」「他職種協働」の取り組み
～作業選択意志決定ソフト（ADOC）を用いて～
清水 健児

（社会医療法人明陽会　第二成田記念病院 リハビリテーション科）
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プログラム 優秀演題

優秀演題8 2月5日（土） 10:00〜10:50 第4会場

12. チームアプローチ
座長：野間 貴雄（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院） 

AS-8-1
A90615

高度肥満と重複障害により ADL 全介助となった患者において栄養 
カンファレンスを実施したことで筋肉量を維持しながら減量できた 1 例
小野田 美保

（湖山リハビリテーション病院 診療部栄養科）

AS-8-2
A90249

入院中の自主練習定着化が自宅退院後の活動量に及ぼす影響
岡田 悠里

（社会医療法人大道会森之宮病院 リハビリテーション部）

09. 生活期リハ・地域包括ケア・地域連携

AS-8-3
A90637

回復期リハビリテーション病棟退院後の外来リハビリテーション実施患
者の傾向と効果
平田 祐也

（すずかけヘルスケアホスピタル  リハビリテーション技術部）

12. チームアプローチ

AS-8-4
A90464

セル看護体制における情報共有アプリの活用 
～重度嚥下障害患者の 1 例を通して～
多田 友莉亜

（社会医療法人石川記念会HITO病院 リハビリテーション部）

AS-8-5
A90496

ミールラウンドとチームアプローチを核とした重度片麻痺、覚醒不良の
重介助症例に対する摂食・嚥下アプローチ　 
−３食自力経口摂取獲得までの３ステージ−
亀田 和宏

（稲城台病院 リハビリテーション部）

優秀演題9 2月5日（土） 11:00〜11:50 第4会場

17. COVID-19・災害
座長：大川 智恵子（医療法人社団輝生会）

AS-9-1
A90051

COVID-19 の当院回復期リハビリテーション病棟への影響 
～コロナ禍における役割～
井関 博文

（医療法人ひまわり会　中洲八木病院 リハビリテーション部）
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プログラム 優秀演題

16. 医療安全（転倒転落・褥瘡・感染など）・医学的管理

AS-9-2
A90099

移乗移動自立者の転倒減少に向けた取り組み  
〜『移乗移動自立評価表』の導入〜
加藤 麻衣子

（善常会リハビリテーション病院）

AS-9-3
A90231

回復期リハビリテーション病棟における Berg Balance Scale 下位
項目からみた転倒発生要因の分析
西尾 政春

（社会医療法人　大道会　森之宮病院 リハビリテーション部）

17. COVID-19・災害

AS-9-4
A90341

新型コロナウイルス感染症でステロイドミオパチーを合併し、 
回復期リハビリテーションにて歩行を獲得し自宅復帰した症例
與倉 知子

（医療法人社団行陵会 京都大原記念病院 リハビリテーション部）

11. 病棟マネジメント

AS-9-5
A90438

回復期病棟において、チームで退院時 FIM 運動項目を下位項目まで 
予測した結果、予測が難しい項目はどれか
山﨑 紳也

（公益社団法人群馬県医師会群馬リハビリテーション病院 理学療法室）

優秀演題10 2月5日（土） 13:00〜13:50 第4会場

18. その他
座長：野口 隆太郎（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院）

AS-10-1
A90177

局所的振動刺激により痙性が改善した外傷性頚髄損傷患者の一症例
髙橋 海音

（苑田第三病院 リハビリテーション科,苑田会東京脊椎脊髄病センター　リハビリテーション科）

AS-10-2
A90102

頚椎症性脊髄症術後のバランス能力低下が残存した症例に対する 
加速度計を用いた視覚的 Feedback 運動の効果
吉川 遥

（苑田第三病院 リハビリテーション科,苑田会苑田東京脊椎脊髄病センター　リハビリテーション科）
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プログラム 優秀演題

AS-10-3
A90348

家庭用振動機器による全身振動刺激により動的な下肢筋力が向上した 
脳卒中片麻痺患者一症例
露木 ありさ

（苑田第三病院リハビリテーション科,苑田会東京脊椎脊髄病センターリハビリテーション科）

AS-10-4
A90388

回復期リハビリテーション病棟退院後の骨格筋指数と生活範囲の関連に
ついて
瀬々 敬仁

（社会福祉法人　農協共済 別府リハビリテーションセンター リハビリテーション部）

AS-10-5
A90333

退院後の生活支援：高次脳機能障害者の訪問型生活支援 
「生活版ジョブコーチ支援」の普及における課題と展望
揚戸 薫

（千葉県千葉リハビリテーションセンター 高次脳機能障害支援センター）



29

プログラム ランチョンセミナー

ランチョンセミナー1 2月4日（金） 12:00～13:00　第1会場（パレロワイヤルA） 

座長：菊地 尚久（千葉県千葉リハビリテーションセンター）　
共催：グラクソ・スミスクライン株式会社

LS1 脳卒中後痙縮に対するボツリヌス治療の実際 
～回復期リハビリテーション病棟退院後フォローアップの実践～
伊藤 大起

（医療法人社団総生会 麻生リハビリ総合病院 リハビリテーション科）

ランチョンセミナー2 2月4日（金） 12:00～13:00　第2会場（パレロワイヤルB） 

座長：藤島 一郎（浜松市リハビリテーション病院）
共催：イーエヌ大塚製薬株式会社

LS2 回復期における口腔管理の重要性
大野 友久

（浜松市リハビリテーション病院）

ランチョンセミナー3 2月4日（金） 12:00～13:00　第3会場（パレロワイヤルC） 

座長：大川 智恵子（医療法人社団輝生会本部 回復期支援局）
共催：セコム医療システム株式会社

LS3 医療安全と５S　～その活動から見えてきたもの～
細川 香代子

（東京都看護協会 経営企画室）

ランチョンセミナー4 2月4日（金） 12:00～13:00　WEB配信

座長：岡本 隆嗣（西広島リハビリテーション病院）
共催：インターリハ株式会社

LS4 神経再生医療におけるロボットリハビリテーションの効果と臨床的エビ
デンス
弓削 類

（広島大学大学院 医系科学研究科 生体環境適応科学研究室 / 宇宙再生医療センター）

ランチョンセミナー5 2月4日（金） 12:00～13:00　WEB配信

共催：トヨタ自動車株式会社
LS5 片麻痺患者のより良い歩行練習とは何か  

―ウェルウォークの特徴と可能性―
平野 哲

（藤田医科大学医学部リハビリテーション医学I講座）
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プログラム ランチョンセミナー

ランチョンセミナー6 2月4日（金） 12:00～13:00　WEB配信

回復期栄養管理のエッセンス～皆で考え実践しよう～
座長：西岡 心大（一般社団法人是真会長崎リハビリテーション病院 栄養管理室）

共催：ネスレ日本株式会社 ネスレ ヘルスサイエンス カンパニー

LS6-1 西岡 心大
（一般社団法人是真会長崎リハビリテーション病院 栄養管理室）

LS6-2 原田 由香
（一般社団法人是真会長崎リハビリテーション病院 臨床部）

ランチョンセミナー7 2月5日（土） 12:00～13:00　第1会場（パレロワイヤルA）

回復期におけるボツリヌス毒素療法を考える
座長：川手 信行（昭和大学 医学部リハビリテーション医学講座）

共催：帝人ファーマ株式会社／帝人ヘルスケア株式会社

LS7 回復期リハビリテーション病棟における痙縮治療
岡本 隆嗣

（西広島リハビリテーション病院）

ランチョンセミナー8 2月5日（土） 12:00～13:00　第2会場（パレロワイヤルB）

座長：園田 茂（回復期リハビリテーション病棟協会 / 藤田医科大学 七栗記念病院）
共催：第一三共株式会社

LS8-1 頸動脈狭窄症例における脳血管造影と冠動脈造影の同時実施の意義
齋藤 新

（弘前脳卒中・リハビリテーションセンター 内科）

LS8-2 シームレスな医療体制構築によるストップ CVD（脳心血管病）への取
り組み 
～新規抗血小板薬プラスグレルの話題を含めて～
藤本 茂

（自治医科大学 内科学講座神経内科学部門）
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プログラム ランチョンセミナー／スポンサードセミナー

ランチョンセミナー9 2月5日（土） 12:00～13:00　第3会場（パレロワイヤルC）

回復期リハビリテーションにおける排尿ケア
座長：畑中 美穂（初台リハビリテーション病院 回復期支援部）

共催：コロプラスト株式会社

LS9-1 回復期リハビリテーション患者の排尿自立と QOL 向上をあきらめない
石井 暁

（初台リハビリテーション病院 診療部）

LS9-2 排泄自立に向けたチームアプローチとその進化
野口 美恵

（初台リハビリテーション病院 回復期支援部）

ランチョンセミナー10 2月5日（土） 12:00～13:00　WEB配信

座長：三橋 尚志（京都大原記念病院 / 京都大原記念病院グループ 医療連携室）
共催：テルモ株式会社

LS10 急性期から回復期までのシームレスケア  
～粘度可変型栄養食品による栄養ケアマネジメントの意義～
吉村 芳弘

（社会医療法人令和会熊本リハビリテーション病院 サルコペニア・低栄養研究センター）

スポンサードセミナー 2月4日（金） 17:00～17:50　第3会場（パレロワイヤルC）

座長：菊地 尚久（千葉県千葉リハビリテーションセンター）
共催：第一三共株式会社 

SS-1 なぜ ITB なのか？
砂田 一郎

（愛仁会リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

SS-2 回復期リハビリテーション病棟における ITB 療法の実践
石井 暁

（初台リハビリテーション病院 診療部）
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プログラム 一般（口述演題）

口述演題

01. ADL・IADL 

O-1-1
A90095

回復期リハビリテーション病棟に入院した重症患者に対する生活行動回
復看護の効果
大林 善美

（かがわ総合リハビリテーション病院 看護療育部　南２病棟）

O-1-2
A90308

機能から活動への汎化の難しさ 
～本人希望の箸操作定着まで至らなかった症例～
長谷 和也

（医療法人社団　健友会　中野共立病院 リハビリテーション科）

O-1-3
A90292

回復期リハビリテーション病棟における大腿骨骨折患者の機能回復の 
経過―長期入院患者に着目して―
原田 大樹

（日高リハビリテーション病院 リハビリテーションセンター）

O-1-4
A90123

回復期リハビリテーション病棟運動器疾患患者の自主訓練実施割合は教
育歴によって異なるか
山口 亮

（津島市民病院 リハビリテーション室）

O-1-5
A90180

回復期リハビリテーション病棟における更衣介助を認識してもらうため
の取り組み
平塚 由希子

（千葉徳洲会病院 回復期リハビリテーション科）

O-1-6
A90236

回復期リハビリテーション病棟における肺炎発症による要因とその影響
林 さゆり

（大誠会　内田病院　看護部）

O-1-7
A90479

関節リウマチを持つ脳卒中片麻痺患者に対する作業に焦点を当てた 
実践 : ケースレポート
吉田 丈

（湘南慶育病院 リハビリテーション部）

O-1-8
A90293

回復期リハビリテーション病棟における脳卒中テント下病変患者の浴槽
移乗動作の自立度に影響する因子の検討
大畔 正太郎

（社会医療法人雪の聖母会　聖マリアヘルスケアセンター リハビリテーション室）
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プログラム 一般（口述演題）

O-1-9
A90267

脊椎圧迫骨折患者における入院前の応用的日常生活自立度と機能的予後
の関連
本田 充樹子

（社会福祉法人令和会　熊本リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-1-10
A90424

重度誤嚥性肺炎後在宅復帰可能となった一症例
福田 雄大

（稲城台病院 リハビリテーション部）

O-1-11
A90280

独居で自宅退院した脳血管疾患患者の性別による ADL 能力の違い
水谷 俊介

（熱田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-1-12
A90301

ドライビングシミュレーターを実施した当院回復期リハビリテーション
病棟の脳卒中 8 例
青木 杏実

（済生会守山市民病院 リハビリテーションセンター）

O-1-13
A90340

大腿骨近位部骨折症例における術後認知機能の変動が ADL に及ぼす 
影響～回復期リハビリテーション病棟での検討～
袴田 暢

（新潟中央病院 リハビリテーション部）

O-1-14
A90380

重度四肢麻痺を呈し起立性低血圧により早期離床に難渋した後縦靭帯骨
化症術後の一症例
伊吹 大吾

（牧リハビリテーション病院 リハビリテーション部理学療法科）

O-1-15
A90598

回復期リハビリテーション病棟入院患者の入院時身体活動量の特徴
小林 壮太

（公立七日市病院 リハビリテーション部,群馬大学大学院保健学研究科）

O-1-16
A90448

取り下げ

O-1-17
A90453

重度の廃用症候群患者が再び自力摂取可能となるための OT としての 
介入
吉田 洋斗

（稲城台病院　 リハビリテーション部）

O-1-18
A90472

当院回復期病棟におけるリハビリテーション提供と栄養補助食品の併用
に関する実態調査
中野 一博

（社会医療法人財団　白十字会　白十字リハビリテーション病院 リハビリテーション部　作業療法課）
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プログラム 一般（口述演題）

O-1-19
A90478

重度右片麻痺、注意機能障害を呈する症例に対する自動車運転再開への
支援
春木 美咲

（社会医療法人昌林会　安来第一病院）

O-1-20
A90527

脳出血発症後約４か月で回復期リハビリテーションを開始し基本動作、
ＡＤＬが向上し自宅に退院できた１症例
森 亮磨

（新久喜総合病院 リハビリテーション科）

O-1-21
A90648

重度の両側麻痺の患者に対して 3 食自己摂取を目標に介入した事例 
～生活行為向上マネジメントを活用して～
山中 悠梨

（十条武田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-1-22
A90611

当院における脳卒中患者に対する退院時 FIM の予測式について
伊藤 光

（医療法人社団　脳健会　仙台リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-1-23
A90705

伝い歩き自立と判断した整形疾患患者における退院後の移動方法の調査
篠崎 裕也

（医療法人香徳会メイトウホスピタル リハビリテーション科）

O-1-24
A90690

早朝リハビリテーション対象者の運動 FIM effectiveness の違いに
よる入院時の特徴
水谷 浩二

（鵜飼リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-1-25
A90717

回復期リハビリテーション病棟の大腿骨近位部骨折患者の筋量に着目 
した日常生活活動
大伴 賢哉

（済生会守山市民病院 リハビリテーションセンター）

O-1-26
A90720

回復期脳卒中患者における運動 FIM 利得予測式作成の試み 
～クラスタ分析・一般化線形モデルでの外的妥当性の検証～
福岡 宏之

（竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-1-27
A90723

FIM 退院時予測点数を用いた患者への説明方法の検討
西川 正一郎

（医療法人大植会葛城病院 リハビリテーション部　理学療法課）
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プログラム 一般（口述演題）

O-1-28
A90833

生活環境の中で身体機能訓練と動作練習の併用により更衣動作の介助量
軽減に繋がった一症例 
―重度の左片麻痺とプッシャー症候群の症例への介入方法の検討―
松嶋 一真

（医療法人樹心会角田病院 リハビリテーション部）

O-1-29
A90855

回復期リハビリテーション病棟入院患者における入院時に予測した退院
時 FIM の検討
本郷 匡一

（川崎医科大学 リハビリテーション医学教室）

O-1-30
A90858

頭部外傷、前頭葉脳梗塞後に自発性が低下した症例に対する ADL アプ
ローチ
森 祐也

（社会医療法人若弘会　わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-1-31
A90906

生活行為向上マネジメントと園芸活動を通してトイレ動作が自立と 
なった高ナトリウム血症後に廃用症候群を呈した一症例 
～安全な在宅生活を目指して～
伊藤 ちなみ

（苑田会竹の塚脳神経リハビリテーション病院リハビリテーション部）

O-1-32
A90915

認知症を伴う脳血管リハビリテーション患者の ADL 向上を目指す
BPSD への個別療法の実施基準－重回帰分析を用いた運動 FIM 
effectiveness に及ぼす入院時 NPI-NH の影響の調査－
佐藤 英人

（医療法人 珪山会 鵜飼リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

口述演題

02. 排泄

O-2-1
A90083

殿部膿皮症術後の疼痛による座位保持困難から自排尿困難に陥った患者
に対するトイレでの自排尿獲得を目的としたリハビリテーション
中嶋 菜々華

（独立行政法人地域医療機能推進機構　星ヶ丘医療センター リハビリテーション部）

O-2-2
A90210

回復期リハビリテーション病棟における排尿ケアチーム発足から活動 
までの取り組み
加藤 正美

（医療法人社団東光会　戸田中央リハビリテーション病院 看護部）

O-2-3
A90237

診療報酬加算が設定された排尿自立支援における排泄ケアチームの役割
田尻 杏奈

（社会医療法人財団大和会　武蔵村山病院　リハビリテーション室）
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プログラム 一般（口述演題）

O-2-4
A90359

トイレ動作を細分化したチェックシートを活用した取り組みについて
森田 佳菜子

（医療法人博光会　御幸病院 リハビリテーション部）

O-2-5
A90367

大腿骨近位部骨折患者のトイレ動作自立可否は運動機能ではなく 
認知機能で決まる
山田 義也

（箕面市立病院 リハビリテーションセンター）

O-2-6
A90480

回復期病棟における排泄チームの取り組みと結果報告
矢野 舞子

（甲州リハビリテーション病院 看護部）

O-2-7
A90563

排泄動作自立への影響について 
～入院時排泄関連データからの関連因子の検討～
田澤 繁之

（医療法人社団　神奈川巨樹の会　みどり野リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

口述演題

03. 摂食嚥下・栄養

O-3-1
A90106

言語聴覚士による朝食時直接訓練が経管栄養の離脱に及ぼす影響 
―朝食時直接訓練の導入前と導入後における比較：後向きコホート研究
東 泰裕

（医療法人社団三喜会鶴巻温泉病院 リハビリテーション部）

O-3-2
A90125

経口摂取の改善で妻の意向が自宅退院に変化した重度脳梗塞後遺症の 
1 例～ COVID-19 の感染予防対策による業務制限での課題～
岸本 紀和

（十条武田リハビリテーション病院 リハビリテーション科（ST））

O-3-3
A90164

入院から経管栄養を離脱するまでの日数が運動 FIM 利得に与える影響
―回復期脳卒中患者を対象とした研究―
北嶋 葉月

（医療法人社団三喜会鶴巻温泉病院 リハビリテーション部）

O-3-4
A90251

回復期リハビリテーション病棟患者の入棟時の栄養状態と運動 FIM 利
得・FIM 効率の関連―FIM アウトカム評価の対象者と除外者の比較―
吉本 修一

（京都大原記念病院 リハビリテーション部）
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プログラム 一般（口述演題）

O-3-5
A90265

GNRI や CONUT でスクリーニング後に GLIM 基準を使用することの
臨床的意義の検討
須田 佑太郎

（創進会　みつわ台総合病院 リハビリテーション科）

O-3-6
A90421

誤嚥性肺炎を繰り返す精神科長期入院サルコペニア患者に対する食支援
介入
田中 竜太郎

（稲城台病院 リハビリテーション部）

O-3-7
A90296

サルコペニアを有する高齢脳卒中患者は、入院時の栄養状態と認知機能、
及び入院時から退院時までの ADL 改善度が低い
岡本 彬

（医療法人　相生会　にしくまもと病院 セラピスト課）

O-3-8
A90357

誤嚥性肺炎を合併した嚥下障害者に対する MCT を活用した栄養介入と
摂食嚥下リハビリの効果
山岸 義簡

（稲城台病院 栄養科）

O-3-9
A90490

水分摂取方法の工夫と情報共有によって完全経口摂取に移行した一症例
諸星 哲也

（稲城台病院 食支援センター）

O-3-10
A90356

脳血管障害を呈した認知症患者に対する食支援が食思を改善させ ADL
に汎化した症例
本間 結有

（ 医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院 リハビリテーション部,国際医療福祉大学大学
院　博士課程）

O-3-11
A90396

良好な認知機能を活かして３食経口摂取自立を獲得した重度嚥下障害の
一例
佐藤 好

（医療法人社団　健育会　竹川病院 リハビリテーション部）

O-3-12
A90579

回復期リハビリテーション病棟入棟時における脳卒中患者の低栄養に影
響する要因の検討
大森 貴之

（ 医療法人スミヤ　角谷リハビリテーション病院　看護部,和歌山県立医科大学大学院保健看護学研
究科,医療法人共栄会　名手病院　看護部）

O-3-13
A90432

回復期病棟における脳血管疾患患者の嚥下機能と退院先の関係 
～「口から食べるバランスチャート：KTBC」から見えたこと～
佐藤 瞳

（社会医療法人財団仁医会　牧田リハビリテーション病院 看護部）
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プログラム 一般（口述演題）

O-3-14
A90436

頸椎骨棘により重度嚥下障害を呈し、嚥下機能改善に難渋した症例
加藤 真理子

（伊那中央病院 診療技術部リハビリテーション技術科）

O-3-15
A90477

回復期リハビリテーション病棟の低栄養傾向にある高齢者に対して、 
多職種によるリハ栄養カンファレンス開始前後の比較 
～ FIM effectiveness を用いて～
綾戸 伸一

（社会医療法人　親仁会　米の山病院 リハビリテーション科）

O-3-16
A90498

咬反射を有する認知症患者に対する食支援の経過
三角 あゆみ

（稲城台病院 食支援センター）

O-3-17
A90508

回復期リハビリテーション病棟における管理栄養士の取り組みとその 
効果
山根木 智香子

（医療法人共栄会名手病院 栄養課）

O-3-18
A90568

脊椎椎体骨折患者のサルコペニア疑いと在院日数との関連
浅山 美穂

（一般社団法人巨樹の会　下関リハビリテーション病院）

O-3-19
A90581

喫食環境調整による食事摂取量増加を目指した取り組み
三原 麻衣子

（医療法人北辰会　西条市民病院 回復期リハビリテーション病棟）

O-3-20
A90736

喉頭の偏移による嚥下後誤嚥を PT・OT と協力することで改善できた
重度嚥下障害の一例
森山 智沙子

（公益社団法人　石川勤労者医療協会　城北病院　リハビリテーション部）

O-3-21
A90726

当院回復期リハビリテーション病棟入棟時の栄養状態とその関連要因に
ついて
福島 衣理

（社会医療法人親仁会 みさき病院）

O-3-22
A90655

KT バランスチャートを利用して経口摂取に移行できた COVID-19 
治療後の 1 症例
岸本 晃嘉

（社会医療法人　生長会　ベルピアノ病院 3階病棟）
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プログラム 一般（口述演題）

O-3-23
A90665

サルコペニアが回復期リハビリテーション病棟入院患者の予後に与える
影響について
原 修平

（社会医療法人　三佼会　宮崎病院　回復期リハビリテーション科）

O-3-24
A90669

地域連携における嚥下指導の実態調査 
～情報提供に用いた VF 映像の有効性について～
横田 幸平

（社会医療法人　明陽会　第二成田記念病院 リハビリテーション科）

O-3-25
A90700

とろみ自動調理器 ® の使用が奏功し、経口摂取に至った覚醒障害を伴う
左橋梗塞患者
山内 温子

（西広島リハビリテーション病院）

O-3-26
A90729

回復期リハビリテーション病院入院患者の体重減少に対する早期介入と
考察
田中 忍

（一般社団法人巨樹の会下関リハビリテーション病院）

O-3-27
A90744

入院時に低栄養かつ経管栄養を施行している脳血管疾患患者における 
経口摂取獲得に影響を与える要因の検討
日暮 結

（竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-3-28
A90767

バルーン法の実施回数が食道入口部通過障害改善に影響を及ぼした症例
福田 あか里

（西広島リハビリテーション病院）

O-3-29
A90799

自宅退院に向けて嚥下調整食やとろみの指導を行った摂食嚥下障害患者
のその後の摂取状況について
渡邉 光子

（西広島リハビリテーション病院　リハビリ部）

O-3-30
A90816

脳梗塞発症後に味覚異常と食思不良を訴え、栄養管理に難渋した糖尿病
患者に対する栄養アプローチ：症例報告
垣谷 知佐

（社会医療法人　榮昌会　吉田病院 栄養管理室）

O-3-31
A90829

注意障害を考慮した食事介入により、栄養摂取状況が改善した一例
櫻田 陽太

（筑波記念病院　栄養管理課）
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O-3-32
A90917

当院での栄養管理における取り組み ―約 4 年間を振り返って―
大石 福康

（医療法人社団清智会　清智会記念病院 リハビリテーション部）

O-3-33
A90884

COVID-19 後の廃用症候群に対して栄養・運動負荷量を考慮した介入
が有効であった一症例
谷川 道隆

（医療法人社団誠和会　長谷川病院 リハビリテーション部）

O-3-34
A90886

脳血管障害患者における CBA を用いた認知機能評価と嚥下機能の関係                    
―食形態の選択について―
平野 絵美

（リハビリテーション翼の舎病院 リハビリテーション部）

O-3-35
A90944

当院回復期リハビリテーション病棟における嚥下造影検査（VF）の 
現状
岸谷 都

（石川県済生会金沢病院 リハビリテーション科）

口述演題

04. 高次脳機能・認知機能

O-4-1
A90093

重度発語失行を呈したブローカ失語症例への屋外での実用コミュニケー
ション訓練 ‐ 活動範囲の拡大・参加機会の向上に繋がった一症例 ‐
上田 麻由

（特定医療法人社団三光会　誠愛リハビリテーション病院）

O-4-2
A90071

回復期リハ病棟における抗 NMDA 受容体脳炎例の問題行動への対応と
本人の語りからの考察
川邊 圭太

（農協共済中伊豆リハビリテーションセンター リハビリテーション部言語聴覚療法科）

O-4-3
A90205

注意機能と就労準備性に着目した、介入をすることで就労移行支援へ繋
がった一例
衣笠 純一

（社会医療法人若弘会わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-4-4
A90524

喚語困難が著明であったブローカ失語症例の改善経過
野間 鞠依

（昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 リハビリテーションセンター）

O-4-5
A90553

失語・高次脳機能障害を呈する症例への、タブレット端末・LINE 操作
導入の検討
岡 恵理子

（松山リハビリテーション病院 リハビリテーション部　言語療法科）



41
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O-4-6
A90343

重度認知症患者への知覚刺激と手続き記憶を手がかりとした食支援 
～食べ物を口に運ぶ～
三沢 理恵

（稲城台病院 リハビリテーション部）

O-4-7
A90307

高次脳機能障害、認知症により強い拒食、拒薬、生活ケア・リハビリ拒
否がある患者への看護師の役割と可能性
池田 ひろみ

（ねりま健育会病院 看護部）

O-4-8
A90335

当院回復期リハビリテーション病棟における余暇活動への参加がもたら
す効果
森山 彩夏

（医療法人財団公仁会鹿島病院 リハビリテーション部）

O-4-9
A90521

重度ブローカ失語を呈した症例への会話ノートを用いたアプローチ
若松 夏菜

（特定医療法人社団三光会 誠愛リハビリテーション病院 リハビリテーション部 言語聴覚療法課）

O-4-10
A90395

読解を用いたコミュニケーション手段の獲得により，自立した生活に繋
がった重度の感覚性失語を呈した症例への介入
山岡 瑞季

（昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 リハビリテーションセンター）

O-4-11
A90418

取り下げ

O-4-12
A90502

高次脳機能障害者に対する自動車運転再開支援の事後調査
梅田 一輝

（社会医療法人財団　慈泉会　相澤病院 回復期リハ科）

O-4-13
A90538

認知機能低下を認める患者に対して移乗動作に着目し介入した症例 
生田 理子

（医療法人社団和風会　千里リハビリテーション病院）

O-4-14
A90600

環境変化による BPSD の軽減が図れた作業療法介入
北村 直人

（JA静岡厚生連　遠州病院 リハビリテーション科）

O-4-15
A90624

中国語と日本語のバイリンガル失語を呈した 1 例
佐々木 香菜子

（社会医療法人　慈生会　等潤病院  リハビリテーション部）
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O-4-16
A90701

グループ活動を取り入れた回復期病棟での取り組み 
～回想法により BPSD が改善した症例～
新宮 みさと

（医療法人社団木星会　山鹿温泉リハビリテーション病院　総合リハビリテーション部）

O-4-17
A90715

病棟内での過ごし方をチーム内で検討・介入した事で認知機能と病棟内
での活動が向上した右後頭葉脳梗塞を呈した一症例
大塚 奨悟

（山梨リハビリテーション病院　リハビリテーション部　理学療法課）

O-4-18
A90751

口腔内半側空間無視を呈した一症例
竹生 知世

（勤医協中央病院 リハビリテーション部）

O-4-19
A90764

健常者におけるホワイトボードを用いた視覚探索課題における平均所用
時間と TMT-J との検討
平 彩花

（公益財団法人　いわてリハビリテーションセンター 機能回復療法部　作業療法科）

O-4-20
A90844

認知能力が ADL に及ぼす影響 
－ MMSE と認知関連行動アセスメント（CBA）の差の検討－
竹原 祐一郎

（鵜飼リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-4-21
A90867

脳卒中患者の歩行自立に関連する認知機能評価の検討
八神 瑠汰

（鵜飼リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-4-22
A90913

UNIVERSAL FRAME を利用した多重課題訓練が不注意による転倒
頻度減少に繋がった事例
兼子 栞

（初台リハビリテーション病院 生活期支援部）

O-4-23
A90920

高次脳機能障害、眼球運動障害を呈した 50 代女性の社会復帰を果たし
た症例―塾講師に戻るまで―
磯部 望美

（医療法人社団　健育会　石巻健育会病院 リハビリステーション部）
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口述演題

05. 歩行・上肢・装具・ロボット・リハ機器

O-5-1
A90118

トレッドミルと聴覚刺激の同時介入により脳血管性パーキンソニズムに
よる歩行障害が改善した脳卒中患者一症例
岡崎 陽海斗

（苑田第三病院 リハビリテーション科）

O-5-2
A90110

当院回復期リハビリテーション病棟内での患者の歩数の実態調査 
～活動量計を用いて～
鈴木 明音

（医療法人生寿会　五条川リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-5-3
A90223

高次脳機能障害を呈した片麻痺患者における箸動作獲得に対するアプ
ローチ　～ transfer package の有用性について～
武田 知夏

（苑田会　花はたリハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-5-4
A90239

床走行多機能リフトトラム使用が自立歩行獲得に寄与した不全四肢麻痺
の一例
木佐貫 圭介

（雪の聖母会　聖マリアヘルスケアセンター リハビリテーション室）

O-5-5
A90262

後縦靱帯骨化症患者に対する課題指向型サーキットトレーニングの効果
−予後不良と診断された重症例のシングルケースデザイン−
倉本 夏樹

（社会医療法人 生長会 府中病院 理学療法室）

O-5-6
A90283

modified CI 療法で麻痺側空間や麻痺手の認識が向上した一症例
岡部 宗祐

（医療法人豊田会　刈谷豊田総合病院 リハビリテーション科）

O-5-7
A90266

軽度運動麻痺を有する脳卒中片麻痺患者に対する 5m 継ぎ足歩行テスト
の検証
三宅 康介

（藤田医科大学 七栗記念病院 リハビリテーション部）

O-5-8
A90284

感覚障害を有する脳卒中片麻痺患者の歩行介助位置について - 第２報 -
西野 剛史

（医療法人令和会熊本リハビリテーション病院 リハビリテーション部理学療法科）
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O-5-9
A90287

反復末梢磁気刺激とHAL単関節タイプの併用により上肢機能の改善に
繋がった一症例
野田 甲斐

（医療法人　光臨会　荒木脳神経外科病院 リハビリテーション部）

O-5-10
A90317

足底圧分布モニターを外在的フィードバックに用い歩行能力が向上した
一例
江崎 隆太

（雪の聖母会　聖マリアヘルスケアセンター　 リハビリテーション室）

O-5-11
A90329

当院の脳卒中片麻痺患者に対する促通反復療法の治療効果の検証
梨和 直登

（社会医療法人　里仁会　興生総合病院  リハビリテーション部）

O-5-12
A90458

大腿骨転子部骨折における術後整復型が回復期リハビリテーション病棟
退院時の歩行能力と自宅復帰に与える影響について
三原 啓吾

（医療法人 喬成会 花川病院 リハビリテーション部）

O-5-13
A90350

HAL単関節タイプによる脳卒中患者の上肢運動機能改善に影響する要
因の探索
矢次 太一

（医療法人 光臨会 荒木脳神経外科病院 リハビリテーション部）

O-5-14
A90368

人工股関節置換術術後患者に対するHONDA歩行アシストによる歩行
トレーニングの効果～歩行中の股関節伸展角度に着目して～
平林 一憲

（社会医療法人財団　慈泉会　相澤病院 回復期リハ科）

O-5-15
A90385

回復期リハビリ病棟入院患者に対する活動量フィードバック介入効果に
関係する要因の検討
田口 友喜子

（医療法人愛生館　小林記念病院）

O-5-16
A90519

脳卒中重度片麻痺者に対する歩行再獲得に向けた取り組み
百瀬 大昂

（社会医療法人財団慈泉会相澤病院　回復期リハ科）

O-5-17
A90411

歩行神経筋刺激装置ウォークエイドが脳卒中片麻痺患者の起立動作にも
たらす影響
佐野 俊

（西宮協立リハビリテーション病院 リハビリテーション科）
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O-5-18
A90456

脳血管障害性パーキンソンニズムの小刻み歩行に対し HONDA 歩行ア
シストが与える効果
高井 浩之

（社会医療法人財団 慈泉会 相澤病院 回復期リハ科）

O-5-19
A90471

当院理学療法士が装具作製時に重要視する項目についてのアンケート 
調査～経験年数別の相違～
加藤 拓海

（医療法人　白山会　白山リハビリテーション病院 療法部）

O-5-20
A90503

ウェルウォーク歩行練習で最小レベルの膝伸展アシストにしてからの脳
出血右片麻痺一例
柳瀬 治彦

（済生会守山市民病院 リハビリテーションセンター）

O-5-21
A90510

自画像描画の変化から身体図式の改善が確認できた症例 
～「縄回し」両手活動を通して～
幸地 守

（武蔵野陽和会病院 リハビリテーション科 作業療法士）

O-5-22
A90549

脳卒中者における Timed Up and Go Test の各区間と歩行自立可否
の関係
飯田 健治

（公益財団法人　横浜勤労者福祉協会　汐田総合病院　 リハビリテーション課）

O-5-23
A90554

当院における AD アジャスト KAFO の導入と臨床応用
濵﨑 崇史

（医療法人社団生和会　徳山リハビリテーション病院　リハビリテーション部）

O-5-24
A90556

予後不良と予測された脳卒中後上肢機能障害に対する複合療法における
実践効果
小坂 俊洋

（社会医療法人財団　慈泉会　相澤病院　回復期リハ科）

O-5-25
A90631

屋外歩行練習の有無が退院時の連続歩行距離や FIM 運動項目に与える影
響～ COVID-19 による感染対策に伴う屋外歩行中止期間を経験して～
石黒 祥太郎

（社会医療法人愛生会　上飯田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-5-26
A90590

脳卒中患者の移動能力向上を目的とした 2 種類の介入の効果比較
山﨑 寛史

（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
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O-5-27
A90639

クモ膜下出血後、 荷重時の両膝関節外側部痛と後方重心により立位訓練
に難渋した症例に対して、足部調整によって、歩行自立となった経験
日吉 尚輝

（竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-5-28
A90680

前脊髄動脈症候群により対麻痺を呈した一症例
谷川 智也

（JA神奈川県厚生連　伊勢原協同病院　リハビリテーション室）

O-5-29
A90673

腕保持装具 PSB と比べて MOMO の方が食事動作の代償動作が抑制で
きた事例
日野 祐樹

（医療法人養和会　養和病院 回復期病棟）

O-5-30
A90691

ウェルウォーク歩行の段階的な難易度調整により歩行の改善がみられた
一症例
竹内 光恵

（社会医療法人さくら会さくら会病院 リハビリテーション科）

O-5-31
A90693

回復期リハ病棟入院中の頭部外傷者に対する、体重免荷装置を使用した
立位バランス練習が、反応的姿勢制御に及ぼす効果の検証
池田 勇介

（初台リハビリテーション病院 回復期支援部　3階病棟Bチーム）

O-5-32
A90741

感覚脱失を認める腰部脊柱管狭窄症患者に対する治療効果 
～自立歩行獲得を目指して～
松本 梨花

（洛和会音羽リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-5-33
A90733

当院回復期におけるリハ助手によるロボット療法の実践報告
藤咲 良樹

（医療法人博仁会　志村大宮病院 リハビリテーション事業部）

O-5-34
A90743

当院回復期リハビリテーション病棟での長下肢装具作製件数の減少要因
の検討
グリンフ 千鶴

（医療法人社団浅ノ川　金沢脳神経外科病院 リハビリテーション部　理学療法課）

O-5-35
A90757

脳卒中後右片麻痺例に対し Gait judge system を用いて継時的に歩
行分析及び装具療法を行い歩行自立となった一例
石神 佳祐

（竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）
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プログラム 一般（口述演題）

O-5-36
A90771

「右手で文字が書きたい」という右片麻痺患者との合意目標の達成に向
けて介入した一例
小倉 美穂

（袖ケ浦さつき台病院 リハビリテーション部）

O-5-37
A90820

当院回復期リハビリテーション病棟における脳卒中下肢装具作製時の標
準化への取り組み～装具作製シート・アセスメントシート運用～
浅田 剛士

（十条武田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-5-38
A90838

運動量増加機器であるウォークエイドを使用した電気刺激により、立ち
上がり・歩行の変化がみられた脳梗塞患者の一症例
黒仁田 武洋

（公益財団法人慈愛会　今村総合病院 リハビリテーション部　理学療法士）

O-5-39
A90878

脳卒中片麻痺患者における下肢筋力と歩行自立度の cut off 値算出の検
討　～ Hand Held Dynamometer を用いて～
三橋 陽平

（竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-5-40
A90919

回復期脳卒中患者における歩行の目標設定と入院時 FIM 総得点
坂本 敦

（公益社団法人群馬県医師会群馬リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-5-41
A90898

橋梗塞による複視・眼球運動障害により歩行時に患側眼帯の使用が必要
であった症例に対する治療経験
田房 夕奈

（西広島リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-5-42
A90927

歩行自立に至った右被殻出血左片麻痺患者における長下肢装具から短下
肢装具の移行及び裸足歩行への検討
森實 晃

（医療法人社団苑田会　竹の塚脳神経リハビリテーション病院）

口述演題

06. QOL・心理

O-6-1
A90138

腰椎破裂骨折と脳梗塞を併発した症例にレジリエンスへの働きかけが 
有効であった一例
松石 健一郎

（医療法人 智仁会 佐賀リハビリテーション病院 リハビリテーション部 作業療法課）
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プログラム 一般（口述演題）

O-6-2
A90148

ケアミックス型病院の特性を生かした生活行為向上マネジメントにより
屋内生活自立を獲得した頚椎症性脊髄症後患者一症例 
～スポーツジムでの水中歩行を目指して～
馬橋 啓介

（苑田会　苑田第三病院 リハビリテーション科,苑田会　東京脊椎脊髄病センターリハビリテーション科）

O-6-3
A90909

脊椎圧迫骨折患者における破局的思考と疼痛および ADL 能力の関係に
ついて
多田 悟

（重工記念病院 リハビリテーション部）

口述演題

07. 退院支援・家族支援・退院前後の訪問など

O-7-1
A90250

在宅復帰のための入院時訪問指導の重要性
宮坂 昌宏

（社会医療法法人　南信勤労者医療協会　諏訪共立病院 リハビリテーション科）

O-7-2
A90077

移乗動作獲得の遅延が予想されたが、担当初期からスケジュール管理を
することで自宅退院に至った一症例
丸山 香

（JCHO星ヶ丘医療センター リハビリテーション部）

O-7-3
A90108

重度半身まひが残存した患者の退院支援
大野 秀雪

（季美の森リハビリテーション病院 看護部　2階病棟）

O-7-4
A90121

退院後 1 ヶ月以内の転倒に関連する要因について 
－在宅での転倒予防に対する院内リハビリの再考－
二宮 涼子

（特定医療法人茜会昭和病院 リハビリテーション部）

O-7-5
A90224

取り下げ

O-7-6
A90259

HAM を既往にもつ大腿骨転子部骨折患者で自宅復帰することが出来た
一症例 ～ 3 回の退院前訪問を経て～
横井 慎也

（医療法人　財団善常会　善常会リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-7-7
A90272

当院回復期における退院先の違いによる退院時の FIM の傾向
髙嶋 晃平

（医療法人社団健育会熱川温泉病院 リハビリテーション部 理学療法科）
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プログラム 一般（口述演題）

O-7-8
A90299

回復期リハビリテーション病棟における糖尿病療養指導士の役割 
～糖尿病を合併した脳梗塞症例を通して～
大幸 美幸

（中洲八木病院 回復期リハビリテーション病棟）

O-7-9
A90304

患者の「食」を支えるシームレスな退院支援 
～希望する施設での院外練習がもたらした効果～
田尻 涼子

（医療法人茜会昭和病院 看護部）

O-7-10
A90310

家族の希望とは異なる状態での退院支援 
～直接会えない環境下での一事例～
宮平 麻里奈

（大浜第一病院 地域医療連携センター　医療福祉課）

O-7-11
A90452

在宅療養に不安を抱える患者・家族への on line によるリモート退院 
支援の効果と課題
杉浦 恵梨

（医療法人社団　shindo  旭川リハビリテーション病院 ４階南病棟）

O-7-12
A90389

回復期リハビリ病棟を退院した患者家族の介護負担感の経時変化
村橋 大貴

（医療法人愛生館　小林記念病院）

O-7-13
A90416

当院回復期病棟から自宅退院できなかった因子調査  
～家族構成に着目して～
岡山 好男

（市立恵那病院 リハビリテーション室）

O-7-14
A90609

生活を見据えた個別性のある目標設定や ADL 共有を行うためのユニッ
ト制導入について - covid-19 の院内クラスター発生を通じて -
山西 理緒

（医療法人双葉会西江井島病院 リハビリテーション科）

O-7-15
A90474

取り下げ

O-7-16
A90531

在宅復帰困難症例に対して ICT を活用した在宅支援で自宅退院が可能
となった事例
齋藤 りな

（甲州リハビリテーション病院 リハビリテーション部 理学療法科）

O-7-17
A90537

取り下げ
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プログラム 一般（口述演題）

O-7-18
A90548

退院後生活において「してみたい」ができていない理由の検証
平野 裕己

（アクアリハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-7-19
A90585

コロナ禍の面会制限下でも介護福祉士は患者と家族の絆を繋ぐ
楢木 恵美子

（城南福祉医療協会　大田病院 回復期リハビリテーション病棟）

O-7-20
A90593

面会制限下における、リハビリテーション見学を通した家族説明の工夫
西谷 功

（医療法人　真正会　霞ヶ関南病院）

O-7-21
A90592

意思決定の困難な退院支援における看護師の関わり 
ー協働的パートナーシップの視点ー
佐藤 奈々

（医療法人　渓仁会　札幌渓仁会リハビリテーション病院 看護・介護部）

O-7-22
A90625

椎体固定術を施行し ADL 自立が困難になった完全対麻痺者の在宅復帰
までの取り組み
楠元 陽士

（熊本機能病院 総合リハビリテーション部　理学療法課）

O-7-23
A90628

退院後電話調査の取り組みについて～自宅退院した患者の生活を知る～
兼城 早希

（沖縄リハビリテーションセンター病院 ゆいんちホール）

O-7-24
A90630

当院回復期リハビリテーション病棟の退院後電話調査実施の利点について
向 裕史

（イムスリハビリテーションセンター東京葛飾病院 リハビリテーション科）

O-7-25
A90643

外出に向けた退院支援 - 情報提供に動画を用いた一症例 -
福田 こころ

（公益社団法人信和会京都民医連あすかい病院 リハビリテーション部）

O-7-26
A90651

当院における FIM の記憶の点数と転帰先の関係性について
曽野 詩織

（医療法人協和会　第二協立病院 言語療法科）

O-7-27
A90653

コロナ禍における退院支援
辻 さつき

（医療法人　松徳会　花の丘病院 回復期病棟）

O-7-28
A90719

退院後リハ支援を充実させるためのケースカンファレンス運営について
藤井 隆文

（医療法人大植会　葛城病院 リハビリテーション部　理学療法課）
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プログラム 一般（口述演題）

O-7-29
A90731

当院における自動車運転支援体制構築に至るまでの課題とその対応
五島 伶奈

（社会医療法人財団　慈泉会　相澤病院 回復期リハビリテーション科）

O-7-30
A90749

当院における退院後訪問の取り組み 
～本人・家族が安心して暮らせる退院支援～
山田 敏和

（青森保健生活協同組合　あおもり協立病院　リハビリテーション科）

O-7-31
A90801

患者・家族の揺れ動く思いに寄り添う看護 
～患者がしたい生活と妻のできる介護を繋ぐ関わり～
小柴 瑞喜

（NTT東日本伊豆病院 看護部）

O-7-32
A90803

計画退院日よりも早期に退院を希望された症例～退院支援の取り組み～
寺嶋 和也

（青森保健生活協同組合　あおもり協立病院　リバビリテーション科）

O-7-33
A90809

転倒による骨折患者における回復期リハビリテーション病棟退院後早期
の再転倒に影響を与える因子の検討
藤田 直弘

（群馬県医師会　群馬リハビリテーション病院 理学療法室）

O-7-34
A90825

コロナ禍における意思決定支援と退院指導 
～実体験する介護指導の重要性と課題～
柿内 奈々

（医療法人おもと会大浜第二病院）

O-7-35
A90828

人工股関節全置換術後患者における自己管理支援を行い疼痛軽減に 
繋がった 1 症例
石橋 瑞希

（袖ケ浦さつき台病院 リハビリテーション部）

O-7-36
A90845

左尾状核出血，左視床梗塞後に多彩な高次脳機能障害を呈したが，退院
支援により自宅退院となった症例　―自宅退院に至った要因の検討―
上地 礼華

（川崎医科大学付属病院 リハビリテーションセンター）

O-7-37
A90847

回復期リハビリテーション病棟における重度認知症者の望ましい最期へ
の支援 ～家族に対して意思決定支援を行った事例～
小松 愛

（袖ケ浦さつき台病院 リハビリテーション部）
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プログラム 一般（口述演題）

O-7-38
A90942

回復期リハビリテーション病棟を退院する脳卒中患者の転帰に関連する
要因の検討
武井 瑞穂

（医療法人社団　健育会　竹川病院 医療相談室）

O-7-39
A90885

回復期リハビリテーション病棟で MTDLP を活用し退院支援を行った
1 症例
打田 明日海

（医療法人社団主体会　小山田記念温泉病院 リハビリテーションセンター）

O-7-40
A90895

コロナ禍における自宅退院に向けた家族指導～情報共有ノートの活用～
田中 詩歩

（西広島リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-7-41
A90887

脳卒中患者の家族を対象とした脳卒中教室の介入前後における不安の 
変化：アンケート調査分析
伊原 直

（福岡リハビリテーション病院）

O-7-42
A90888

内服自己管理のインシデントの抑止に向けた取り組み
藤原 ゆかり

（医療法人社団帰厚堂 南昌病院 回復期リハビリ病棟）

O-7-43
A90904

既往に脳卒中後片麻痺を有する大腿骨頸部骨折後患者に対する自宅退院
後の転倒予防に向けた多角的な評価とアプローチ －症例報告－
鶴田 晃啓

（西広島リハビリテーション病院）

O-7-44
A90926

当院重度脳血管障害患者における退院時移乗 FIM 予測の外的妥当性
伊藤 和則

（竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

口述演題

08. 家屋改修・福祉機器・環境整備

O-8-1
A90378

重度片麻痺、高次脳機能障害を呈した症例へのトイレ動作獲得に向けて
酒井 麻衣

（医療法人清翠会　牧リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-8-2
A90875

高齢不全頚損患者の回復期リハビリ 
～「転べない移乗空間」とポータブルトイレの有効性～
中野 友貴

（長野医療生活協同組合　長野中央病院 リハビリテーション科）
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プログラム 一般（口述演題）

口述演題

09. 生活期リハ・地域包括ケア・地域連携

O-9-1
A90100

わが地域における高齢者の介護予防教室に対する意識調査
郷原 慎吾

（医療法人創和会しげい病院 リハビリテーション部）

O-9-2
A90312

無人駅を電動車椅子で利用して社会参加を目指した症例 
―地方での障害者の社会参加における現状と課題―
酒井 素子

（健和会病院 回復期リハビリテーション科）

O-9-3
A90488

当院退院患者の自宅での FIM 動向からみた訪問リハビリテーションの
役割
浅野 文哉

（和光会　山田病院　 リハビリテーション部　訪問リハビリテーション）

O-9-4
A90504

Paper 版 ADOC の活用が趣味活動の再獲得に繋がった事例
水野 亨哉

（桜十字病院 リハビリテーション部）

O-9-5
A90525

退院後リハビリテーション継続により機能回復した若年性脳血管障害 
症例
萬 圭太

（医療法人豊田会刈谷豊田総合病院 リハビリテーション科）

O-9-6
A90596

コロナ禍で退院支援に制限がある中，地域スタッフとの連携が重要視 
された認知症・大腿骨転子部骨折の症例 
吉田 麻由奈

（医療法人社団和楽仁　芳珠記念病院 リハビリテーション室）

O-9-7
A90781

令和 2 年度における地域リハビリテーション関係職員研修会の意義と 
問題点 ～研修会終了直後と 3 ヶ月後のアンケート結果から～
渡邉 充

（公益財団法人いわてリハビリテーションセンター 地域支援部）

口述演題

10. 就労・就学支援

O-10-1
A90445

取り下げ
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プログラム 一般（口述演題）

O-10-2
A90404

回復期リハビリテーション病棟における就労支援の一例 
～就労移行支援のためのチェックリストの活用～
佐藤 牧子

（わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-10-3
A90748

当院退院時における脳卒中者の就労状況の調査 
～回復期リハビリテーション病院における就労支援の体系化に向けて～
大島 埴生

（岡山リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

口述演題

11. 病棟マネジメント

O-11-1
A90361

多職種連携における専従セラピストの役割
田邉 憲二

（社会医療法人大道会　森之宮病院 リハビリテーション部）

O-11-2
A90597

ユニットミーティング開催方法の見直しによる業務改善 
～出勤人数の均一化と迅速な情報共有を目指して～
山村 哲仁

（黒木記念病院 リハビリテーション部）

O-11-3
A90605

当院回復期リハビリテーション病棟の歩み
井﨑 若菜

（医療法人　天心堂　志田病院）

口述演題

12. チームアプローチ

O-12-1
A90134

トイレ移乗動作拡大における多職種間の評価視点について
柏原 由美子

（社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス座間総合病院 3階東病棟）

O-12-2
A90169

回復期リハビリテーション病院における入浴カンファレンスの必要性に
ついて
西川 起代香

（社会医療法人愛生会　上飯田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-12-3
A90254

興味ある作業活動を他職種連携にて提供したことにより座位保持時間が
延長した急性硬膜下血腫後患者の一症例 
～退院後にデイケアへ通うことを目指して～
榊 豊

（苑田会苑田第三病院リハビリテーション科,苑田会東京脊椎脊髄病センターリハビリテーション科）
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プログラム 一般（口述演題）

O-12-4
A90275

包括的アプローチにより在宅酸素療法を行い自宅復帰が可能となった認
知症患者
中込 実里

（甲州リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-12-5
A90469

多職種で取り組む共有意思決定がチームマネジメントに及ぼす影響
山下 佳邦

（医療法人　健康会　嶋田病院 リハビリテーション部　作業療法科）

O-12-6
A90302

当院における多職種協働による排泄ケアの取り組み
谷村 貴宏

（社会医療法人 高橋病院 リハビリテーション科）

O-12-7
A90460

将来の復職に向け支持的介入を図った脳卒中後うつ症状を呈した一例
溝口 聡

（医療法人藤井会　藤井会リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-12-8
A90306

回復期病棟患者の能力に合わせた入浴への取り組み
山﨑 真穂

（医療法人白菊会　白菊園病院 リハビリテーション科）

O-12-9
A90342

多職種協働での食事介入がADL拡大に繋がった一症例
松田 隼門

（社会医療法人雪の聖母会聖マリアヘルスケアセンター リハビリテーション室）

O-12-10
A90344

多職種での整形外科カンファレンス運用方法変更への取り組みと課題
伊藤 留美子

（船橋総合病院 看護部）

O-12-11
A90401

右下腿義足での移乗動作自立を獲得して自宅退院可能となった両下肢切
断の一例　
三國 琳之介

（医療法人財団慈強会　松山リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-12-12
A90399

高次脳機能障害の一例に対する日中の排泄自立へ向けたST評価と訓練
について
北田 莉穂

（千里リハビリテーション病院 言語聴覚士）

O-12-13
A90403

食支援ミールラウンドの活動を通し、多職種連携から経口摂取を目指し
た1症例
竹本 喜一

（研精会　稲城台病院 食支援センター）
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プログラム 一般（口述演題）

O-12-14
A90407

看護師の倫理に対する意識の向上に向けた取り組み
東野 純子

（医療法人社団　浅ノ川　金沢脳神経外科病院 回復期リハビリテーション病棟）

O-12-15
A90437

本人・作業療法士・管理栄養士による協働的アプローチの効果について 
ー調理訓練を通して，特別治療食が獲得できた事例ー
須藤 将汰

（甲州リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-12-16
A90495

高次脳機能障害や認知症の合併した ADL 向上に難渋する症例への病棟
ケースカンファレンスの有効性
川原 恵

（花はたリハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-12-17
A90505

誤嚥性肺炎を合併した精神科疾患患者に対する食支援を軸とした歯科介
入の報告
白石 佳奈

（稲城台病院食支援センター）

O-12-18
A90575

交通事故により右下肢切断後、義足困難となりパニック状態になった患
者との関わり　～フィンクの危機モデルを活用したチームアプローチ～
高橋 由紀

（鎌倉リハビリテーション聖テレジア病院　看護部）

O-12-19
A90583

当院回復期リハビリテーション病棟における褥瘡予防の取り組み 
～ポジショニングとチェックリストの整備を通して～
團 隆則

（医療法人　天心堂　志田病院）

O-12-20
A90602

取り下げ

O-12-21
A90698

当院におけるカンファレンス改革の取り組み
藤井 博昭

（鵜飼リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-12-22
A90699

回復期病棟における食事評価の取り組み 
―リハ職員の意識改善に焦点を当てて―
高橋 紘子

（IMSグループ　イムス明理会仙台総合病院 リハビリテーション科）

O-12-23
A90716

本人主体のチームアプローチ～意欲が低下した症例に対して～
滝澤 祐亮

（札幌渓仁会リハビリテーション病院 臨床統括センター３病棟）



57
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O-12-24
A90740

頭部外傷にて両片麻痺と高次脳機能障害を呈したが多職種協働により独
居生活の再開を実現できた症例
髙崎 菜穂

（初台リハビリテーション病院 回復期支援部 作業療法士）

O-12-25
A90800

回復期リハビリテーション病棟での多職種協働を目指した取り組み 
～移乗・歩行介助に着目して～
町野 晃太

（医療法人恵明会　整形外科松元病院　リハビリテーション科）

O-12-26
A90857

当院褥瘡患者に対する栄養サポートチームの介入について 
～治癒日数、再発率、DESIGN-R 合計点を中心に～
橋本 昂

（医療法人社団　久英会　高良台リハビリテーション病院 教育研修部）

O-12-27
A90840

重度左片麻痺患者に対し定期回診・モバイルカンファレンスにより二次
的障害予防を行い離床時間の増加に繋がった 1 事例
赤池 優也

（袖ケ浦さつき台病院 リハビリテーション部）

O-12-28
A90881

PNS における看護師間の情報共有の現状と課題　 
～統一した看護を提供するために～
小嶋 眞由

（洛和会音羽リハビリテーション病院 看護部　４A病棟）

O-12-29
A90900

長期入院患者の在宅復帰に向けた多職種連携　 
ーコロナ禍における退院支援の視点ー
四方 美希

（医療法人財団　医道会　十条武田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-12-30
A90905

写真撮影の実現に向けて  
− MTDLP を活用にして多職種で協働した事例−
秋田 翔大郎

（十条武田リハビリテーション病院　リハビリテーション科）

O-12-31
A90910

取り下げ

O-12-32
A90941

活動性低下し離床困難であったが活動性向上し自宅へ帰った症例 
～カンフォータブル・ケアの実施を通して～
壷内 晴生

（洛和会　音羽リハビリテーション病院 リハビリテーション部）
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口述演題

13. スタッフ教育・人材育成・働き方改革

O-13-1
A90119

リハビリテーション情報提供書の改変により得られた効果について  
～回復期と生活期を繋ぐバトン、患者のメリットを視点に～
安宅 理子

（本山リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-13-2
A90167

応用行動分析学を活用した電話での入院説明における行動変容
吉村 直也

（千里リハビリテーション病院）

O-13-3
A90183

「回復期ケア 10 項目宣言」への取り組み 
～回復期ケア 10 項目宣言マニュアルを作成して変化した病棟スタッフ
の意識～
小野川 則明

（筒井病院 回復期リハビリテーション病棟）

O-13-4
A90253

リハ場面における転倒転落事故の分析 
新採用者研修と照合し、教育計画を考える
田中 江祐

（西横浜国際総合病院 リハビリテーション部）

O-13-5
A90373

今年度導入した OSCE 研修に対する新入職員の受け止め 
- アンケート調査の実施 -
菅生 理絵

（一般財団法人みちのく愛隣協会　東八幡平病院 リハビリテーション部）

O-13-6
A90470

八反丸リハビリテーション病院における急変シミュレーションとフィジ
カルアセスメント研修を通しての看護教育の現状
池村 知江

（医療法人　慈恵会八反丸リハビリテーション病院 診療部　4階病棟）

O-13-7
A90552

転倒に際して再現動画を作成し再発防止に努めた取り組み
松本 昌樹

（錦海リハビリテーション病院 リハビリテーション技術部）

O-13-8
A90494

多職種カンファレンスに看護師が主体的に参加するための教育システム
の構築
角田 公啓

（一般財団法人　京都地域医療学際研究所　がくさい病院 看護部）
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O-13-9
A90529

当院リハビリテーション科における Web を活用した新たな研修・勉強
会への取り組み
見波 亮

（独立行政法人　国立病院機構　東京病院 リハビリテーション科）

O-13-10
A90645

セラピスト 5 か条によるスペシャリスト育成計画の試み 
～専門性の見える化～
澄田 悠太

（医療法人社団生和会　徳山リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-13-11
A90675

回復期病棟に所属する理学療法士におけるリハビリテーション機器の 
使用状況
柳澤 雄大

（医療法人社団輝生会 初台リハビリテーション病院 生活期支援部 外来チーム）

O-13-12
A90703

当院 CW 部門における教育的取り組みについて
塩野 寛之

（医療法人社団輝生会　初台リハビリテーション病院 回復期支援部）

O-13-13
A90862

当院におけるセラピスト 10 か条の認知度・理解度アンケート調査によ
る現状把握
黒谷 真司

（医療法人せいわ会広島中央リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-13-14
A90877

～外来・訪問栄養指導実施に向けて～    
回復期病棟専任管理栄養士の時間管理の取り組み
岩熊 麻美

（初台リハビリテーション病院）

O-13-15
A90929

回復期リハビリテーション病棟における標準業務工程表の導入
橋本 恵

（特定医療法人社団勝木会　やわたメディカルセンター リハビリテーション技師部）

O-13-16
A90897

カード・ホワイトボードを用いた FIM の見える化および勉強会による
看護師と補助者の日常生活動作の援助の統一
實末 実千代

（瀬戸内市立瀬戸内市民病院 看護局西病棟）
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口述演題

14. 回復期リハ認定看護師・セラマネの活動

O-14-1
A90610

コロナ禍でセラピストマネジャーが出来ること 
～退院支援・調整の実施～
木下 崇美

（医療法人社団　健育会　竹川病院 リハビリテーション部）

口述演題

15. 質の評価・アウトカム評価

O-15-1
A90212

回復期リハビリテーション病棟における多施設データベースの運用につ
いて－入棟時データを基にした退棟時運動 FIM 予後予測式の作成－
西郡 亨

（津田沼中央総合病院 リハビリテーション科）

O-15-2
A90149

回復期リハビリテーション病棟における独居者の在宅復帰に影響する
FIM 項目の検討
櫻井 瑞紀

（竹川病院 リハビリテーション部）

O-15-3
A90321

回復期患者の患者満足度とサービス品質の関連
大坂 祐樹

（苑田第三病院リハビリテーション科,苑田会東京脊椎脊髄病センターリハビリテーション科）

O-15-4
A90339

当院での減点されたリハビリ提供単位数についての考察
仁尾 篤

（博多堤病院 リハビリテーション部）

O-15-5
A90222

回復期リハビリテーション病棟における FIM 予測と実測値の差異に関
連する因子の検討
塩崎 麻衣

（千里中央病院 リハビリテーション科）

O-15-6
A90218

当院回復期リハビリテーション病棟データベースによる退院時 FIM 予
測式の開発と交差妥当性の検証
鈴木 圭一

（NTT東日本伊豆病院 療法部）

O-15-7
A90225

回復期リハビリテーション病棟における退院時 FIM と患者の自宅から
小学校までの距離との関連：予備的研究
矢野 隆也

（貴志川リハビリテーション病院 リハビリテーション部）
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O-15-8
A90420

当院脳血管疾患患者における実績指数 40 未満となる因子の特徴
末永 達也

（医療法人社団苑田会　竹の塚脳神経リハビリテーション病院）

O-15-9
A90427

回復期リハビリ病棟での実績指数導入後の経年変化と当院での取り組み
内田 利幸

（医療法人愛生館　小林記念病院）

O-15-10
A90632

FIM アウトカムの予後予測に影響する因子の検討 
～認知項目と FIM 利得との関係に着目～
田中 晴之

（医療法人社団行陵会京都近衛リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-15-11
A90572

当院回復期病棟における実績指数除外者の指標及びカットオフ値の検討
－脳血管疾患を対象とした横断的研究－
古谷 祥宏

（所沢リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-15-12
A90674

回復期リハビリテーション病棟の倫理カンファレンスの質評価
森元 雄一

（藤田医科大学 七栗記念病院 看護部）

O-15-13
A90667

当院における大腿骨骨折患者の実績指数と除外項目との関係 第 2 報
中澤 幹夫

（医療法人社団幸隆会多摩丘陵病院 リハビリテーション技術部）

O-15-14
A90842

回復期病棟の実績指数に関わる要因分析
田中 浩太郎

（高良台リハビリテーション病院 リハケア部）

O-15-15
A90907

自宅復帰と FIM との関連性について 
―当院の回復期リハビリテーション病棟における現状と課題―
野中 彰人

（医療法人桂名会重工記念病院 リハビリテーション部）

O-15-16
A90916

脳血管障害患者における FIM 運動項目の予測精度に関わる要因の検討
岩本 紘樹

（日高リハビリテーション病院 リハビリテーションセンター）
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口述演題

16. 医療安全（転倒転落・褥瘡・感染など）・医学的管理

O-16-1
A90056

回復期病棟入院患者の生活範囲に応じた歩行自立評価におけるチェック
シートの作成とその妥当性の検討
柳井 洋平

（医療法人和同会 宇部西リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-16-2
A90090

回復期における経鼻胃管挿入患者への自己抜去に関連する要因
伊藤 美雪

（一般社団法人　巨樹の会　松戸リハビリテーション病院 看護部）

O-16-3
A90263

自立判定評価にて自立と判定された患者の転倒・転落の要因調査
谷口 佳也子

（藤田医科大学七栗記念病院 看護部）

O-16-4
A90112

回復期リハビリテーション病棟における急変例に対するチーム医療 
～重症誤嚥性肺炎の一例～
芝 篤志

（中洲八木病院 リハビリテーション科）

O-16-5
A90178

回復期病棟の新人セラピストのリハビリ中の転倒事故分析
田原 寛規

（徳山リハビリテーション病院）

O-16-6
A90461

回復期リハビリテーション病院における速乾性手指消毒剤による手指衛
生の遵守率向上への取り組み
小澤 一輝

（河北リハビリテーション病院 看護部）

O-16-7
A90228

院内における転倒転落防止策について 
～ DiNQL のデータとファントルくんを通して行った取り組み～
平野 利通

（健和会　大手町リハビリテーション病院 6階病棟 回復期リハビリテーション科）

O-16-8
A90277

回復期リハビリテーション病棟入院患者の疾患別にみた転倒に影響する
要因の違い
大西 勝巳

（熱田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-16-9
A90325

回復期リハビリテーション病棟における転倒リスク因子の解析
印南 里子

（佐倉厚生園病院 看護部）
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プログラム 一般（口述演題）

O-16-10
A90331

おむつポリマークッション作成に伴うストレスの軽減を試みて 
～別素材での作成を比較・検討～
中村 恵実子

（中洲八木病院 回復期リハビリテーション病棟）

O-16-11
A90376

当院の回復期リハビリテーション病棟での転倒者の実態調査
桜木 康仁

（医療法人白菊会白菊園病院リハビリテーション科）

O-16-12
A90466

歩行または移乗自立後の転倒予防に向けた取り組みの導入による転倒数
の変化と課題の分析
久保 佳宏

（藤田医科大学　七栗記念病院 看護部）

O-16-13
A90485

トロミ茶誤配膳に関する原因分析
米倉 順子

（医療法人　清翠会　牧リハビリテーション病院 看護部）

O-16-14
A90509

当院回復期病棟入院患者の病棟生活における転倒・転落事例に対する要
因分析
中尾 元紀

（社会医療法人財団　白十字会　白十字リハビリテーション病院 リハビリテーション部　理学療法課）

O-16-15
A90528

当院での回復期リハビリテーション病棟における転倒の分析
上田 勇輝

（社会医療法人同仁会　耳原総合病院 リハビリテーション科）

O-16-16
A90589

不要な身体拘束を減らすために―「腰ベルト解除判断基準」の再評価―
平尾 圭子

（医療法人社団陽和会　武蔵野陽和会病院 回復期リハビリテーション病棟）

O-16-17
A90627

回復期リハビリテーション病棟におけるリハビリ中の転倒・転落の分析
- ヒヤリハット報告を含めた分析 -
尾松 紗也香

（京都リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-16-18
A90662

回復期リハビリテーション病棟の転倒傾向と転倒対策を比較して
合田 歩未

（社会医療法人　大道会　森之宮病院 看護部）

O-16-19
A90679

4 点ベッド柵使用を廃止した転倒転落予防ケアのための環境整備
津田 唯

（五反田リハビリテーション病院 看護部）
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プログラム 一般（口述演題）

O-16-20
A90696

複数回転倒を予防するための新たな情報共有の仕組み 
～ ICF シート活用による予防への試み～
民谷 瑞紀

（社会医療法人高橋病院 4階病棟）

O-16-21
A90758

セラピストを対象としたインシデントレポート報告件数増加への取り組
み
青木 忍

（医療法人社団幸隆会多摩丘陵病院　リハビリテーション技術部）

O-16-22
A90763

医療安全管理リンクセラピストの取り組み 
―危険予知トレーニングによるインシデント報告の活用―
長岡 正子

（社会医療法人愛仁会　尼崎だいもつ病院 リハ技術部）

O-16-23
A90783

安全ベルト解除にむけた取り組み
木村 さおり

（あおもり協立病院 8階回復期リハビリ病棟）

口述演題

17. COVID-19・災害

O-17-1
A90390

新型コロナウイルス感染拡大後に生じた患者・家族への支援の課題につ
いて
日和 慶二

（農協共済別府リハビリテーションセンター 地域連携室）

O-17-2
A90591

回復期リハビリテーション病棟における新型コロナ感染症後の患者の受
け入れ経験
小杉 正

（社会医療法人　愛仁会　尼崎だいもつ病院 リハ技術部）

O-17-3
A90462

Covid-19 治癒後の音声障害に対して音声治療の効果を示した 1 症例
荒川 愛子

（医療法人桂名会　重工記念病院 リハビリテーション部）

O-17-4
A90560

COVID-19 患者に対する当院急性期から回復期への継続的なリハビリ
テーションの試み
平野 明日香

（藤田医科大学病院 リハビリテーション部）
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プログラム 一般（口述演題）

O-17-5
A90742

COVID-19 集団感染発生時における回復期リハビリテーション病棟で
の感染対策とリハビリを両立するための取り組みについて
大町 勇都

（社会福祉法人東京有隣会　有隣病院　リハビリテーション室）

O-17-6
A90652

COVID-19 治療後患者に対する廃用リハの重要性について
山内 優駿

（順心リハビリテーション病院）

O-17-7
A90756

COVID-19 後廃用症候群を呈した慢性期脳卒中患者への治療的電気刺
激療法とロボットのトレッドミル歩行練習を併用した一症例
加地 康一

（明石リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-17-8
A90846

回復期リハビリテーション病棟に入院した COVID-19 患者像
吉永 邦彦

（箕面市立病院 リハビリテーションセンター）

O-17-9
A90841

当院回復期病棟に入退棟した廃用症候群患者と Post-COVID-19 患者
の FIM の違い
鶴 大輔

（公益社団法人　福岡医療団　千鳥橋病院 リハビリテーション技術部）

O-17-10
A90930

Ａ病院のコロナ禍における感染対策の取り組み 
～安全と安心な環境を提供するための現状と今後の課題～
安田 幸美

（医療法人松田会　近森オルソリハビリテーション病院看護部）

O-17-11
A90912

COVID-19 に対する感染対策の意識の浸透  
～職務外環境での制限への理解～
風間 健二

（医療法人社団 神奈川巨樹の会 みどり野リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

口述演題

18. その他

O-18-1
A90045

病棟参加型麻痺側上肢集中訓練導入の試み 
～訓練導入における看護のあり方を考える～
西尾 海美

（新横浜リハビリテーション病院 ３E病棟）
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プログラム 一般（口述演題）

O-18-2
A90049

回復期リハビリテーション病棟における患者余暇時間活動の評価 
～看護師・介護福祉士の意識調査からみる取り組みの変化～
松下 瑞穂

（新横浜リハビリテーション病院 看護部）

O-18-3
A90050

リハビリカンファレンス・IC における看護師行動の評価 
～看護師行動評価とアンケート結果から課題と方策を考える～
田村 安紀子

（新横浜リハビリテーション病院 看護部　２E病棟）

O-18-4
A90116

当院における聞こえに関する支援についての活動報告
邊見 裕香子

（三春町立三春病院 リハビリテーション科）

O-18-5
A90185

認知機能が低下した骨折患者における退院時申し送り内容に関する実態
調査
加藤 康太

（主体会病院 総合リハビリテーションセンター）

O-18-6
A90209

基盤的認知能力低下及び運動失調を呈した脳卒中対象者の自動車運転再
開に向けた取り組み
林 悠大

（健和会病院 回復期リハビリテーション科）

O-18-7
A90337

高次脳機能障害者の生活を地域で支えるためにできること 
～回復期病院退院後、ADL 低下が見られた一事例を通して～
田中 葉子

（千葉県千葉リハビリテーションセンター 高次脳機能障害支援センター）

O-18-8
A90358

気管切開から離脱し会話を再獲得できた重症脳出血の１症例
小松 南

（中洲八木病院回復期リハビリテーション病棟）

O-18-9
A90620

Vocal Function Exercise と Water Resistance Therapy を
併用したことで、加齢性声帯萎縮による嗄声が早期に改善した 1 症例
前田 ゆづき

（地方独立行政法人　市立吹田市民病院 リハビリテーション科）

O-18-10
A90587

回復期リハビリテーション医療を提供するＫ法人における労災事故発生
報告の実態 
ー 2017 年～ 2020 年の報告書から見えてきた労働安全衛生課題ー
大川 智恵子

（医療法人社団輝生会）
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プログラム 一般（口述演題）

O-18-11
A90704

回復期病院における療法士の携帯式手指消毒剤導入前後の使用量変化と
取り組みについて
西田 明日香

（愛仁会リハビリテーション病院 リハ技術部　作業療法科）

O-18-12
A90811

回復期脳血管障害患者に対する Short Form Berg Balance Scale
の有用性の検討
北口 莉子

（岡山リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

O-18-13
A90836

予測ＦＩＭと目標ＦＩＭとの乖離発生因子の検討
浅岡 和真

（主体会病院 総合リハビリテーションセンター）

O-18-14
A90943

回復期リハビリテーション病院における 入院時 FIM を用いた自宅復帰
因子の検討
阿座上 広希

（医療法人社団神奈川巨樹の会　みどり野リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

O-18-15
A90949

当院における医療需要から見た病床の再編
後藤 賢太

（医療法人社団輝生会成城リハケア病院 サポート部）
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プログラム 一般（ポスター演題）

ポスター演題

01. ADL・IADL 

P-1-1
A90091

当院の下肢 BRS Ⅰ・Ⅱ群の脳卒中後遺症患者における 
歩行自立に及ぼす因子の検討
栗林 明

（栃内第二病院）

P-1-2
A90146

役割を得たことで帰宅願望に改善が見られた脳外傷の一事例
青名畑 彩文

（新横浜リハビリテーション病院  リハビリテーション科）

P-1-3
A90242

回復期リハビリテーション病棟入院時に ADL 介助量の多い 
ギラン・バレー症候群患者の回復度に関わる因子の検討
寺尾 綾華

（広島市立リハビリテーション病院 リハビリテーション技術科）

P-1-4
A90629

更衣チームの取り組み
林 花苗

（医療法人岡谷会おかたに病院リハビリテーション科）

P-1-5
A90640

更衣動作の乖離に対する当院の現状と今後の展望
山田 友梨香

（豊見城中央病院 リハビリテーション科）

P-1-6
A90499

食事チームの活動報告
亀本 侑花

（医療法人岡谷会おかたに病院 リハビリテーション科）

P-1-7
A90434

動作指導表を用いることで、早期に病棟内 ADL が改善した一例
佐藤 一秀

（川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター）

P-1-8
A90483

不全頸髄損傷の食事動作の獲得に向けてポータブルスプリング 
バランサーと自助具の使用を段階的に調整した症例
勝又 耕作

（東京湾岸リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-1-9
A90487

MTDLP を用いたアプローチにより活動範囲が拡大した事例
穐吉 早苗

（おおぞら病院 リハビリテーション部）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-1-10
A90501

回復期リハビリテーション病棟において,SPPB は歩行自立度判定に
なりうるか？～ FBS と SPPB の比較検討について～
横須賀 怜

（医療法人社団三秀会羽村三慶病院 リハビリテーション科）

P-1-11
A90506

臀部清拭獲得に難渋した片麻痺患者に対し下肢傾斜角に着目し介入を
行った 1 症例
石井 利樹

（総生会　麻生リハビリ総合病院 リハビリテーション科）

P-1-12
A90534

入院時バランス能力が ADL 改善に及ぼす影響について 
（Berg Balance Scale を用いて）
丸山 大弥

（社会医療法人　成長会　ベルピアノ病院 リハビリテーション室）

P-1-13
A90599

不安を抱える頚髄損傷患者に対する調理動作への関わり
長嶋 茜

（昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 リハビリテーションセンター）

P-1-14
A90642

当院回復期リハビリテーション病棟退院後の日常生活活動変化の特徴に
ついて
西澤 弘宣

（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-1-15
A90661

視覚障害を伴う右アテローム性脳梗塞により左片麻痺を呈した症例に対
する作業療法介入
山口 純子

（昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 リハビリテーションセンター）

P-1-16
A90730

上肢中等度麻痺患者へ課題指向型訓練を実施した際、生活への汎化に難
渋した一症例
前原 里帆

（社会福祉法人こうほうえん　錦海リハビリテーション病院 リハビリテーション技術部）

P-1-17
A90728

介助方法を統一することで、動作学習を円滑に実施し、更衣動作の定着
を図ることが出来た一症例
西垣 美紅

（社会福祉法人こうほうえん　錦海リハビリテーション病院 リハビリテーション技術部）

P-1-18
A90814

他部門との連携が生活場面での麻痺側使用に繋がった高次脳機能障害の
ある症例
高橋 千星

（独立行政法人国立病院機構村山医療センター リハビリテーション科作業療法）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-1-19
A90834

当院回復期病棟における更衣パウチ運用の取り組み報告と FIM 利得の
検証
馬場 優季

（上尾中央総合病院　リハビリテーション技術科）

P-1-20
A90938

ADL 向上に向けた認識に対する看護師とリハビリスタッフへの 
アンケート調査
橋場 裕一

（医療法人友愛会　盛岡友愛病院 リハビリテーション技術部）

ポスター演題

02. 排泄

P-2-1
A90522

当院回復期リハビリ病棟における、排泄チェック表を活用する為の記載
状況の実態調査について
亀山 笑美

（船橋市立リハビリテーション病院 回復期支援部）

P-2-2
A90815

尿意が生じずにトイレ誘導に至らなかった一事例
矢野 竜也

（湘南中央病院 リハビリテーションセンター）

P-2-3
A90861

当院における尿道カテーテル留置患者に対する排泄リハ・ケアの取り組み
吉井 奏穂

（医療法人恒仁会　近江温泉病院　総合リハビリテーションセンター）

ポスター演題

03. 摂食嚥下・栄養

P-3-1
A90046

回復期リハビリテーション病棟の重症 FIM 患者における誤嚥性肺炎の
分析
梶山 哲

（社会福祉法人　農協共済別府リハビリテーションセンター リハビリテーション部）

P-3-2
A90256

理学療法士と管理栄養士の連携強化に向けた取り組み
池場 有貴

（医療法人偕行会　偕行会リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-3-3
A90190

回復期リハビリテーション病棟における栄養管理 
～入院時 BMI 値によるスクリーニングの導入～
梅田 晶子

（松戸市立福祉医療センター東松戸病院 回復期リハビリテーション病棟）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-3-4
A90366

当院病棟看護師による嚥下機能評価導入に向けた取り組み
谷口 博紀

（やわたメディカルセンター 看護部　3階　回復期リハビリテーション病棟）

P-3-5
A90486

脳血管疾患の患者に対し嚥下造影検査前に車椅子検討会を行いその効果
を検討した一症例
米田 哲也

（医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院 リハ技術部　理学療法科）

P-3-6
A90822

経腸栄養から３食経口摂取が可能となった小児の一例を通して
真保 亜衣

（西記念ポートアイランドリハビリテーション病院 栄養科）

P-3-7
A90947

回復期リハビリテーション病棟におけるジェントルスティムの活用状況
について
加藤 美佳

（医療法人社団輝生会　初台リハビリテーション病院 　回復期支援部）

P-3-8
A90950

必要栄養量の設定と BMI 変化量の検討 
～常菜・軟菜食と嚥下調整食の違い
桐谷 裕美子

（船橋市立リハビリテーション病院）

ポスター演題

04. 高次脳機能・認知機能

P-4-1
A90075

心理面に配慮した介入が社会的行動障害の軽減につながった一例
梶原 真樹

（新横浜リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-4-2
A90273

当院回復期リハビリテーション病棟における認知機能低下予防に対する
効果検証
松岡 千尋

（医療法人　寺尾会　寺尾病院 リハビリテーション部）

P-4-3
A90289

選択的注意障害を呈した脳血管障害患者に対する直接刺激法と行動療法
の併用を用いたアプローチ
和井田 莉果子

（苑田会　花はたリハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-4-4
A90300

「活動」「参加」を意識した病棟学級導入による認知機能面へのアプローチ
長田 ゆずな

（甲州リハビリテーション病院 看護部）



72

プログラム 一般（ポスター演題）

P-4-5
A90551

音韻性失名辞失語を呈した一例の音韻表象に対する介入と呼称の改善過
程の検討
小林 拓実

（社会福祉法人農協共済中伊豆リハビリテーションセンター リハビリテーション部言語聴覚療法科）

P-4-6
A90721

重度半側空間無視に対して，情動に着目した関わりから生活行為への汎
化を認めた症例
寺尾 博幸

（一般社団法人　巨樹の会　新上三川病院 リハビリテーション科）

P-4-7
A90945

回復期リハビリテーション病棟における運動器疾患患者の自宅復帰に 
影響する因子の検討
小田 真徳

（医療法人光生会赤岩病院 リハビリテーション部）

ポスター演題

05. 歩行・上肢・装具・ロボット・リハ機器

P-5-1
A90268

重度運動麻痺を呈した脳卒中片麻痺症例に対して聴覚バイオフィード
バックを用いて持続的な手指屈筋群の活動が低下した一症例 
 - 圧センサーと圧電スピーカーを用いた介入 -
覚正 秀一

（社会医療法人　北斗　十勝リハビリテーションセンター リハビリテーション部　理学療法科）

P-5-2
A90215

趣味活動を通した介入が麻痺側上肢の使用頻度の向上につながった一例
松浦 友紀

（新横浜リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-5-3
A90135

長期経過により歩行獲得に至ったブラウン・セカール症候群を呈した症例
村中 大樹

（新上三川病院 リハビリテーション科）

P-5-4
A90238

当院におけるウェルウォーク WW-1000 の使用実績報告
有田 有紀

（社会医療法人祐生会　みどりヶ丘病院　リハビリテーション部）

P-5-5
A90213

当院における運動量増加機器加算概要についての報告
伊藤 進一

（一般社団法人巨樹の会　八千代リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-5-6
A90349

重度運動麻痺であった早期からチェック表を用いて生活上での麻痺側上
肢の使用を促したことで上肢の使用行動の習慣化に繋がった１例
小室 大地

（済生会東神奈川リハビリテーション病院 リハビリテーションセラピスト科）
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P-5-7
A90507

長下肢装具作製時期に影響する因子についての検討 
～退院時の歩行自立に向けて～
福田 謙

（IMS〈イムス〉グループ　イムス板橋リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-5-8
A90392

低頻度反復性経頭蓋磁気刺激と集中的作業療法の併用により上肢機能が
改善した回復期脳卒中症例
真島 慎太郎

（医療法人新成医会 総合リハビリテーションセンター・みどり病院 リハビリテーション部）

P-5-9
A90408

当院における装具療法の実践 ～装具作製までのシステム作り～
中村 彩佳

（上尾中央第二病院 リハビリテーション科）

P-5-10
A90463

当院における装具に対する理解度調査と装具チームの取り組みについて
田中 亜美

（おおぞら病院 リハビリテーション部）

P-5-11
A90511

タマラック付短下肢装具を選定したが運動療法により改善した症例
稲垣 茉涼

（戸田中央リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-5-12
A90582

脳卒中片麻痺者の歩行獲得に向けて～足部の機能と感覚に着目して～
市毛 嵩人

（埼玉セントラル病院 リハビリテーション科）

P-5-13
A90513

中心性脊髄損傷者に対するオール・イン・ワンを使用した歩行訓練の有
用性
松坂 和哉

（一般社団法人巨樹の会　新上三川病院 リハビリテーション科）

P-5-14
A90641

当院における上肢装具「MOMO」シリーズの活用実態について 
―院内アンケート調査の報告―
横山 雄一

（多摩丘陵病院作業療法科）

P-5-15
A90546

ノルディックウォーキングは回復期リハビリテーション病棟入院患者に
おける歩行獲得のためのツールとなりうるか？
秦 和文

（医療法人社団三秀会　羽村三慶病院 リハビリテーション科）

P-5-16
A90569

離床に難渋した脳卒中患者に対するティルトテーブル実施から見えた可
能性
佐々木 奈美

（中通リハビリテーション病院 リハビリテーション部）
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P-5-17
A90606

疼痛により歩行獲得に難渋している一症例
名和野 大誠

（医療法人社団洛和会　音羽リハビリテーション病院  リハビリテーション部）

P-5-18
A90608

回復期リハビリテーション病棟における脳卒中重度麻痺患者に対して 
自主訓練として ReoGo-J を利用した一事例
横山 朋恵

（多摩丘陵病院 作業療法科）

P-5-19
A90670

回復期リハビリテーション病棟における装具スタッフ在籍が装具作成数
とアフターフォローに与える影響～アンケート形式による調査報告～
荻村 公尊

（イムス板橋リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-5-20
A90760

重度の感覚障害・失調様症状を呈した１症例に対し歩行支援ロボット
ウェルウォークを用いた歩行練習を実施した結果報告 
齋藤 史佳

（甲府城南病院 リハビリテーション部　理学療法科）

P-5-21
A90707

視覚誘導性自己運動錯覚が脳卒中片麻痺患者の足関節機能に及ぼす効果
について
奈須 亮介

（関西電力病院 リハビリテーション部）

P-5-22
A90775

脳血管患者の痙縮による足趾疼痛への介入における一考察
井ノ尾 尊

（医療法人財団　医道会　十条武田リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-5-23
A90777

重度感覚障害を呈した症例が独歩獲得に至った一症例 
 - 内在的フィードバックに着目して -
山下 大詞

（新上三川病院 リハビリテーション科）

P-5-24
A90810

回復期リハビリテーション病棟に入院した脳卒中患者における歩行自立
を予測するための SIAS カットオフ値の検討
東谷 光展

（社会医療法人生長会ベルピアノ病院 リハビリテーション室）

P-5-25
A90804

訪問リハビリを利用している脳卒中片麻痺患者に歩行神経筋電気刺激装
置（ウォークエイド）及び HAL 医療用単関節タイプを使用し,歩行再
建に取り組んだ症例
原 裕

（社会医療法人栄昌会吉田病院附属脳血管研究所 リハビリテーション部）
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P-5-26
A90826

両側発育性股関節形成不全術後高齢者の歩行獲得に至った事例
木薗 憂也

（社会医療法人　若弘会　わかくさ竜間リハビリテーション病院　リハビリテーション部　リハビリ
テーション課）

P-5-27
A90866

随意運動介助型電気刺激装置を用いた筋活動評価としての有用性の検討
－痙縮を呈した脳卒中患者症例の介入を通して－
勝永 天斗

（横浜なみきリハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-5-28
A90937

当院における ReoGo-J 短縮プログラムの試験的運用と有用性の検討
田中 宏尚

（医療法人社団輝生会初台リハビリテーション病院 回復期支援部）

ポスター演題

06. QOL・心理

P-6-1
A90603

重度片麻痺と失語症を呈した症例への介入 
～作業バランスと役割に着目して～
髙橋 勇希

（医療法人銀門会甲州リハビリテーション病院 リハビリテーション部　作業療法科）

P-6-2
A90041

回復期リハビリテーション病棟入院患者の脳卒中後うつ、アパシーの 
現状と退院時 ADL
篠田 智美

（秋田県立循環器・脳脊髄センター）

ポスター演題

07. 退院支援・家族支援・退院前後の訪問など

P-7-1
A90535

経済困難がある患者の退院支援を振り返って
出浦 真由美

（秩父生協病院 回復期リハビリテーション病棟）

P-7-2
A90309

夫に ADOC を聴取し早期より家族を含めた具体的な目標共有が可能と
なった一症例
長縄 かすみ

（偕行会リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-7-3
A90636

COVID-19 制限下における院内訪問リハ専属者を据えた退院支援
上山 沙和子

（医療法人健和会　奈良東病院 リハビリテーション科）
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P-7-4
A90364

回復期リハビリテーション病棟における退院支援 
―患者・家族の不安軽減に向けた退院前後訪問を実施して― 
西田 由紀子

（国立病院機構　鳥取医療医療センター 看護部）

P-7-5
A90379

コロナウイルス感染症対策での面会制限がある中で家族へのアンケート
を用いた情報共有により円滑な退院支援を進めた経験
小池 真愛

（済生会東神奈川リハビリテーション病院 リハビリテーションセラピスト科）

P-7-6
A90382

活動意欲が低下した人工呼吸器装着患者の在宅復帰を目指して  
～行動変容の促しを目的としたセラピストとしての関わり～
松井 拓実

（IMSグループ埼玉みさと総合リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-7-7
A90393

積極的な運動療法が困難であった症例に対して退院後の転倒予防や生活
範囲の拡大を目的に質問紙を活用した介入が有効であった事例
安井 一馬

（医療法人誠和会　長谷川病院 リハビリテーション部）

P-7-8
A90451

回復期リハビリテーション病棟と退院後の ADL 変化について 
～入浴関連動作に着目して～
沖 未栄

（医療法人　地塩会　南国中央病院 リハビリテーション課）

P-7-9
A90558

統一した退院支援を目指して　 
ーいきいき LIFE チェックリストの作成ー
大塚 友香

（医療法人沖縄徳洲会宇和島徳洲会病院 回復期リハビリテーション病棟）

P-7-10
A90497

受傷前独居であった大腿骨近位部骨折患者の自宅転帰に影響を及ぼす 
リハビリ評価について
山田 亮佳

（一般社団法人巨樹の会小金井リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-7-11
A90547

当院回復期リハビリテーション病棟における退院先予測式の作成と実施
杉水流 健

（公益財団法人　鹿島病院 リハビリテーション科）

P-7-12
A90647

退院後の主介護者の困りごとから地域連携を考える 
－多職種による退院支援の振り返りを通して－
高木 真希

（千葉県千葉リハビリテーションセンター　総合相談部）
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P-7-13
A90747

入院中からの関りが退院後訪問リハビリテーション効果に与える影響  
～退院 3 か月後アンケートから分かったこと～
嶋 定清

（社会医療法人甲友会　西宮協立リハビリテーション病院   総合支援課）

P-7-14
A90761

言語環境の調整により自宅一人暮らしで自宅復帰が可能となった失語症
の 1 例
松下 とも子

（公益社団法人　慈愛会　今村総合病院 リハビリテーション部）

P-7-15
A90788

緊急事態宣言に伴う感染対策による,退院支援への影響 
～当院「お悩みほっとアンケート」から分かる家族の不安への影響～
下村 尚葵

（医療法人恒仁会近江温泉病院 総合リハビリテーションセンター）

P-7-16
A90774

大動脈解離術後の低酸素脳症による嘔気・嘔吐症状を呈した回復期リハ
病棟入院患者への看護介入
菅原 夕希

（いわてリハビリテーションセンター 看護部）

P-7-17
A90793

コロナ禍での退院支援～現状と今後の課題～
橋本 和

（脳神経センター大田記念病院 回復期リハビリテーション病棟）

P-7-18
A90823

コロナ禍における当院家屋評価部の取り組み  
～スタッフを対象としたアンケート調査～
高橋 友樹

（竹の塚脳神経リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-7-19
A90872

脳卒中患者と同居する家族の退院後の生活イメージはどの程度共有され
ているのか
田原 正俊

（済生会東神奈川リハビリテーション病院 リハビリテーションセラピスト科）

P-7-20
A90939

退院後に運転再開を希望する独居高齢者に対する検討事例
佐々木 啓人

（医療法人友愛会　盛岡友愛病院 リハビリテーション技術部）
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ポスター演題

08. 家屋改修・福祉機器・環境整備

P-8-1
A90120

移乗動作サポートロボット HUG L1-01 を使用し自宅で排泄動作の獲
得を目指した症例
小保内 大貴

（総合リハビリ美保野病院 リハビリテーション科）

P-8-2
A90869

本人用クッションを作成し座位時間の延長が図れた症例
麓 秀太

（医療法人緑水会　宜野湾記念病院 リハビリテーション部）

P-8-3
A90874

転べない移乗空間作りとして用いた「スペーサー」の効果
阿部 弘樹

（長野医療生活協同組合　長野中央病院 リハビリテーション科）

ポスター演題

09. 生活期リハ・地域包括ケア・地域連携

P-9-1
A90132

回復期リハビリテーション病棟におけるレクリエーション活動 
～スラロームを導入したことによる患者の変化～
曽根田 えり

（松戸市立福祉医療センター東松戸病院 3階西病棟）

P-9-2
A90241

管理栄養士の地域への取り組み
木下 陽子

（甲州リハビリテーション病院　診療部　栄養管理室）

P-9-3
A90374

認知力が低下した高齢者対して訪問リハビリと訪問介護が連携しみそ汁
作りに参加できるようになった一事例
松澤 良平

（IMS<イムス＞グループ　イムス板橋リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-9-4
A90412

橋出血により嚥下障害を呈した患者への ST の長期的な関わり
清水 千絵

（吉田病院附属脳血管研究所 リハビリテーション部）

P-9-5
A90812

回復期リハビリテーション病棟退院後、他法人の訪問リハと連携し運転
再開に至った一例
萩野 裕樹

（一般社団法人是真会 長崎リハビリテーション病院 臨床部）
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P-9-6
A90824

通所リハビリ卒業者の身体機能評価と IADL 評価 
（初期評価と最終評価を比較して）
長野 剛

（高良台リハビリテーション病院 リハケア部）

P-9-7
A90896

ADL 向上を目標に補完代替リハを意識した地域包括ケア病棟での取り
組み
松並 健治

（医療法人緑水会　宜野湾記念病院 リハビリテーション部）

ポスター演題

10. 就労・就学支援

P-10-1
A90197

脊髄損傷患者に対する就労支援の有用性
新井 祥憲

（一般社団法人　巨樹の会　江東リハビリテーション病院  リハビリテーション科）

ポスター演題

11. 病棟マネジメント

P-11-1
A90264

回復期リハビリ病棟における離床の取り組み 
～ FIM とアンケート結果から～
仲原 弘晃

（社会医療法人三栄会ツカザキ記念病院 リハビリテーション科）

P-11-2
A90481

当院におけるイブニングリハの取り組み（第１報）
粟嶋 奈津子

（一般財団法人黎明郷　弘前脳卒中・リハビリテーションセンター　リハビリテーション部）

P-11-3
A90562

A 病棟における看護カンファレンスの確実な実施に向けての取り組み
松山 美咲

（東京都リハビリテーション病院 看護部）

P-11-4
A90635

言語聴覚士による病棟生活コミュニケーション評価の導入
釜場 海

（やわたメディカルセンター リハビリテーション技師部）
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プログラム 一般（ポスター演題）

ポスター演題

12. チームアプローチ

P-12-1
A90644

カンファレンスシート導入後のアンケート調査報告
神谷 知代梨

（とよみ生協病院 リハビリ室）

P-12-2
A90104

当院における離床活動の取り組みについて  
アンケートによる職員意識調査
渡部 友宏

（愛知県済生会リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-12-3
A90126

回復期病棟における認知症患者の 24 時間を繋げる生活支援 
～ Why を共有するシステム作り～
塚田 えりか

（イムスグループ　イムス札幌内科リハビリテーション病院 リハビリテーション科）

P-12-4
A90607

取り下げ

P-12-5
A90271

「有意義なカンファレンスの実施に向けた当院の取り組み」 
～臨時カンファレンスの運用方法改訂による効果～
黒川 雄一

（原宿リハビリテーション病院 看護部）

P-12-6
A90447

「パスカンファレンスシート」作成の取り組み  
～最強カンファレンスを目指して～
矢澤 大輔

（荻原みさき病院 リハビリテーション部　理学療法士科）

P-12-7
A90482

回復期リハビリテーション病棟入院患者における精神身体活動性維持の
ための重層的管理について電解質異常により変動的活動性低下がみられ
た脳幹梗塞の 1 例
山田 智尋

（公益財団法人唐澤記念会　大阪脳神経外科病院 回復期リハビリテーション病棟）

P-12-8
A90650

目標設定カンファレンスの効果と課題
猪股 雄太

（八潮中央総合病院 リハビリテーション科）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-12-9
A90681

左前頭葉皮質下出血を発症し、自宅復帰に至った症例 
～リハビリ介入時の工夫～
田中 真織

（わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部リハビリテーション課）

P-12-10
A90684

歩行再獲得のための義足作製に向けた病棟との協働
近藤 颯人

（わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部 リハビリテーション科）

P-12-11
A90738

当院リハビリテーション部における褥瘡対策に関する意識調査
上間 航之介

（宜野湾記念病院 リハビリテーション部）

P-12-12
A90876

多職種での目標設定による質の向上を目指して
恩田 佳子

（八潮中央総合病院 看護部）

P-12-13
A90914

当院回復期リハビリテーション病棟の離床に関する意識調査 
－現状と課題－
大城 宗隆

（医療法人緑水会　宜野湾記念病院 リハビリテーション部）

P-12-14
A90903

長期身体抑制による依存的状況への慣れから脱却し,自主的な行動を 
再獲得した症例
嘉賀 啓介

（多摩丘陵病院 リハビリテーション技術部言語聴覚療法科）

ポスター演題

13. スタッフ教育・人材育成・働き方改革

P-13-1
A90127

患者の排尿自立に向けた支援活動～スタッフ育成のために～
菊山 由加利

（医療法人清水会　京都リハビリテーション病院 北病棟）

P-13-2
A90128

回復期での患者参画型看護計画導入～看護実践の可視化を目指して～
上山 さゆみ

（医療法人清水会　京都リハビリテーション病院 看護部）

P-13-3
A90291

言語聴覚士臨床実習生にコミュニケーション能力への気づきを促す 
ビデオフィードバック法の工夫
梶山 良平

（牧リハビリテーション病院 リハビリテーション部 言語聴覚療法科）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-13-4
A90386

認知症患者に対する関わり方の変化～勉強会実施を通して～
海野 愛実

（医療法人銀門会　甲州リハビリテーション病院 看護部　回復期病棟）

P-13-5
A90426

介護計画の質向上を目指した取り組み
杉浦 直樹

（医療法人珪山会　鵜飼リハビリテーション病院 看護部）

P-13-6
A90484

回復期リハビリテーション病棟の新人看護師基礎技術到達度と抱える 
不安   - 慢性期病院での療養・障害者施設等入院基本料病棟との比較 -
岩越 亜美

（医療法人協和会 千里中央病院　回復期リハビリテーション病棟）

P-13-7
A90491

当院での FIM（機能的自立評価法）採点の向上への取り組み
三崎 浩一

（高松協同病院 東病棟）

P-13-8
A90533

カンファレンスの質の向上に向けての取り組み
都知木 興平

（燿光リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-13-9
A90577

入院ホールスタッフの目標管理とスキルの傾向
和宇慶 亮士

（医療法人タピック　沖縄リハビリテーションセンター病院）

P-13-10
A90671

当院リハビリテーション科における、若手職員に対する OJT の効果と
今後の課題
梅本 修央

（コミュニティーホスピタル甲賀病院 リハビリテーション科）

P-13-11
A90660

今年度導入した OSCE 研修の有効性の検討 
－スーパーバイザーへのアンケート調査を通して－
晴山 澄

（東八幡平病院 リハビリテーション部　理学療法科）

P-13-12
A90664

勤務表作成におけるしくみづくりの成果
谷村 睦美

（社会医療法人社団順心会順心リハビリテーション病院 看護部）

P-13-13
A90754

上級者向け OSCE の実施
坂井 亮太

（森山脳神経センター病院 リハビリテーション科）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-13-14
A90795

当院の新人職員に対する教育方法とその取り組みについて
都竹 貴志

（川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター）

P-13-15
A90849

FIM の理解を深めるため、採点表をポケットマニュアル化した取り組み
の有効性
米田 真宏

（金沢医科大学氷見市民病院 リハビリテーション部）

P-13-16
A90854

新人言語聴覚士における専門領域別リハビリテーション実践能力自己評
価結果について
太田 鷹志

（社会医療法人若弘会わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部 リハビリテー
ション課）

P-13-17
A90870

評価基準に基づいた言語聴覚士専門領域別リハ実践能力評価の効果に 
ついて
勝田 有梨

（社会医療法人若弘会わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-13-18
A90931

超音波画像診断装置を用い、症状が生じている部位を可視化し、 
リハビリテーション評価・プログラム再考につなげた取り組みについて
福田 大輔

（社会医療法人有隣会　東大阪病院 回復期リハビリテーション課）

P-13-19
A90921

目標達成支援シートの運用と効果
石田 茂靖

（森山脳神経センター病院 リハビリテーション科）

ポスター演題

14. 回復期リハ認定看護師・セラマネの活動

P-14-1
A90313

回復期作業療法部門における回復期セラピストマネジャーとしての活動
報告
永田 俊二

（医療法人三州会　大勝病院　リハビリテーション部）

P-14-2
A90745

職員アンケートから見えてきた課題
深町 祐太

（新上三川病院 リハビリテーション科）
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プログラム 一般（ポスター演題）

ポスター演題

15. 質の評価・アウトカム評価

P-15-1
A90170

FIM を使用した服薬自己管理開始判断の試み
真狩 春香

（社会医療法人 千秋会 井野口病院 リハビリテーション科）

P-15-2
A90355

看護師による FIM 評価の現状と今後の教育について
小副川 義也

（医療法人智仁会　佐賀リハビリテーション病院）

P-15-3
A90657

当院回復期リハビリテーション病棟の FIM アウトカム評価による検討
石田 麻奈

（水前寺とうや病院 リハビリテーション部）

P-15-4
A90752

入棟時の具体的な退院時予測 FIM 立案が FIM 利得または実績指数に 
与える影響
矢吹 祐太郎

（南東北福島病院 リハビリテーション科）

P-15-5
A90778

対数曲線モデルを用いた当院での FIM 予後予測の検証
濱脇 大祐

（医療法人社団　栄宏会　土井病院 リハビリテーション科）

P-15-6
A90798

車椅子の安全ベルト装着、解除検討の取り組み
水上 恵里菜

（医療法人厚生会福井厚生病院　回復期リハビリテーション病棟）

P-15-7
A90880

当法人回復期リハビリテーション病棟 Ns・CW の現状と課題 
～回復期リハビリテーション病棟協会看護・介護 10 か条の達成度調査
から～
木川 和子

（医療法人社団輝生会本部 人財育成局）

P-15-8
A90893

当法人の回復期リハビリテーション病棟のセラピストの現状と課題
峯下 隆守

（医療法人社団輝生会　船橋市立リハビリテーション病院　回復期支援部）

P-15-9
A90879

当法人回復期リハビリテーション病棟ソーシャルワーカーの現状と課題 
～回復期リハビリテーション病棟協会ソーシャルワーカー 10 か条 

（第 2 版）の達成度調査から～
笠井 世志子

（医療法人社団輝生会初台リハビリテーション病院 地域連携支援室）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-15-10
A90936

回復期脳血管疾患患者の退院時歩行自立予測には入院 1 か月以内の
BBS、HDS-R、入院時運動 FIM が関与する
近藤 諒平

（中通リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

ポスター演題

16. 医療安全（転倒転落・褥瘡・感染など）・医学的管理

P-16-1
A90431

回復期病棟における排泄介助が必要な患者へのトイレ後の手指衛生に対
する病棟スタッフの認識と実態
岩本 明里

（医療法人　銀門会　甲州リハビリテーション病院 看護部）

P-16-2
A90147

当院回復期リハビリテーション病棟における褥瘡対策委員会リハビリ
テーションスタッフとしての役割
石井 義之

（医療法人社団　浅ノ川　金沢脳神経外科病院 リハビリテーション部）

P-16-3
A90536

当院回復期リハビリテーション病棟における転倒転落の現状分析
上村 忠正

（湖南病院 リハビリテーション部）

P-16-4
A90539

回復期病院入院中歩行自立後に転倒した運動器疾患患者の特徴
久米 信太郎

（IMS<イムス>グループ イムス板橋リハビリテーション病院）

P-16-5
A90440

転倒転落状況分析に基づくアセスメントシートの改変 
～転倒転落予測精度と業務効率の向上を目指して～
澤山 啓太

（医療法人友紘会　友紘会総合病院 リハビリテーション科）

P-16-6
A90557

当院リハビリテーション科におけるヒヤリハット報告書を活用した転倒
事例の比較と課題
竹内 徹

（一般社団法人巨樹の会　新上三川病院 リハビリテーション科）

P-16-7
A90796

回復期リハビリテーション病棟における転倒転落事象の調査と活動提案
二本杉 渓

（やわたメディカルセンター リハビリテーション技師部）
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プログラム 一般（ポスター演題）

ポスター演題

17. COVID-19・災害

P-17-1
A90030

COVID-19 流行下における診療参加型臨床実習に関する報告 
～臨床実習環境の整備と臨床実習学生の学び～
川上 真吾

（仙台リハビリテーション病院 リハビリテーション部）

P-17-2
A90276

回復期リハビリテーション病棟退院後に，スポーツチームの指導者とし
て復帰した COVID-19 肺炎後廃用症候群の一症例
藤田 香菜美

（医療法人ハートフル　アマノリハビリテーション病院）

P-17-3
A90322

COVID-19 後の廃用症候群により回復期リハビリテーション病棟へ入
院した患者の転帰
佐々部 望

（広島市立リハビリテーション病院 リハビリテーション技術科）

P-17-4
A90515

COVID-19 による回復期リハ病棟のリハビリテーション休止の影響
山川 友和

（石川県済生会金沢病院　リハビリテーション部）

P-17-5
A90634

失語症者におけるビデオ電話を利用したコミュニケーション方法への 
作業療法支援
上野 佳美

（やわたメディカルセンター リハビリテーション技師部）

P-17-6
A90762

コロナ渦による、感染予防対策（面会・リハ見学・外出・外泊禁止等）
が患者の機能及び、家族・院内スタッフ（看護師、MSW、リハ）の 
不安に及ぼす影響についての検討
前川 遼太

（医療法人　恒仁会　近江温泉病院 総合リハビリテーションセンター）

P-17-7
A90935

COVID-19 感染拡大前後での回復期入退院マネジメント 
～面談記録をテキストマイニングによる解析～
佐々木 拓哉

（医療法人友愛会盛岡友愛病院 リハビリテーション技術部）

P-17-8
A90946

COVID-19 が及ぼした病棟スタッフ間のコミュニケーションへの影響
児島 宏希

（医療法人社団輝生会　在宅総合ケアセンター成城　回復期支援部）
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ポスター演題

18. その他

P-18-1
A90062

回復期リハビリ病棟における入院患者のストレス要因について
加藤 琢也

（みゆき会病院 リハビリ病棟）

P-18-2
A90369

回復期リハビリテーション病棟入院患者における不眠症の関連因子の検討
津金 翼

（公立七日市病院 リハビリテーション技術科）

P-18-3
A90204

既往に変形性腰椎症のある腰椎圧迫骨折の患者に対し、薬剤調整が有効
であった１例
比佐 健二

（伊那中央病院 リハビリテーション科）

P-18-4
A90187

システム再編による情報共有と業務効率化の取り組み
日比野 圭祐

（松波総合病院 リハビリテーション技術室）

P-18-5
A90252

整形外科的下肢手術を受けた患者のリハビリテーションに対する意欲の
違いについて
野村 由香

（近森オルソリハビリテーション病院 看護部）

P-18-6
A90419

作業療法士が行う回復期リハビリテーション病棟での“デイルーム”の
運営と今後の課題
中島 泰子

（医療法人聖仁会　西部総合病院 リハビリテーション部）

P-18-7
A90722

A 氏の抑制解除へと至ったスタッフの体験
備後 秀徳

（医療法人三喜会　鶴巻温泉病院 看護部）

P-18-8
A90772

回復期病棟における下肢切断者の FIM 利得について 
～義足作製の有無に有意差はあるか～
福士 毎友

（青森保健生活協同組合　あおもり協立病院 リハビリテーション科）

P-18-9
A90848

当院回復期リハビリテーション病棟における病棟内歩行導入に向けた現
状と課題
酒井 雄太

（社会医療法人若弘会　わかくさ竜間リハビリテーション病院 リハビリテーション部　リハビリ
テーション課）
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プログラム 一般（ポスター演題）

P-18-10
A90890

経時的握力測定が有意義であった頚椎症性脊髄症（頚髄症）の一例
深谷 奎太

（大原記念財団　大原医療センター リハビリテーション科）
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